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《KumamotoUniversity

各学科における「ものづくり授業プログラム」の開発と実践計画の公募助成

デザインナロセスにおけるスパイラルアップの実現
一対三対話型設計教育の拡充．，
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学生実験で生成する実験廃液分類の確認 とチェックシステムの櫛築．PIj
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各学科における「ものづくり授業プログラム」の開発と実践計画の公募助成
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《KumamotoUniversity

学生が独自の発想で企画・提案した「ものづくり実践プロジェクト」の公募助成
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《Kumam･toUniversity

学生が、分野や学年を超えてそのアイデアを競う各種コンテストの実施
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学生が、分野や学年を超えてそのアイデアを競う各種コンテストの実施



《KumamotoUniversity

特別講演シリーズの実施日本の科学技術の発展動向やものづくり挑戦の足跡などを聞く
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《KumamotoUniversity

(まちづくりサテライト研究室） の整備運営｢まちなか工房」
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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成２０年度年次報告書

はじめに

平成２ｏ年１１月から「ものづくり創造融合工学教育センター」（以下、センター）

のセンター長を両角工学部長から引き継ぎました村山です。どうぞ宜しくお願い致しま

す。さて、工学部では平成１７年度から文部科学省教育改革経費の採択を得て、「もの

づくり創造融合工学教育事業」（以下、事業）に取り組んでまいりました。

前センター長の「先駆的な工学教育モデルを開発し、実践しよう」というスローガン

の下、①各学科におけるものづくりを中心に据えた新しい授業プログラムの開発､②学

生が特定の課題についてアイデアや作品を競う各種コンテスト､③学生が新しい価値の

創出に取り組む学生提案ものづくりプロジェクト、④学外の専門家を迎えての講演会、

⑤まちなか工房やものクリ工房を利用した各種ＰＢＬ型演習授業や研究教育の実施を行

ってきました。

４年目を迎えた平成２０年度は、これらの事業が各学科に着実に浸透し、開発された

「ものづくりを視野に入れた授業プログラム｣が実際に学科の授業として組み入れられ

ています。また、学生が主体的に取り組んで開発した副教材が地域の小学校で模擬授業

として活用されましたし、学生のアイデアを競うコンテストは年々質が高くなり、学外

のコンテストでは様々な賞を受賞しました。この活動を支えるものクリ工房とそのスタ

ッフも嬉しい悲鳴を挙げているところですが、さすがに手狭になってきましたので本年

度増設を行いました。平成２１年度からは益々用途が広がるものと思われます。まちな

か工房は、市内の中心地に設置され、そこを拠点として地域社会と連携してまちづくり

の研究教育を実践しています。具体的には、まちづくりに関心のある市民や中心市街地

のまちづくり組織の指導者､行政のまちづくり担当職員等を招いて｢まちづくり学習会」

を月例で開催しています。このような貢献度が認められ、全国まちづくり会議２００８で

（社）都市計画家協会から大賞につぐ「まちづくり賞」を受賞しました。また、これら

全体の事業の取り組みに対して（社）九州工学教育協会から第１１回九州工学教育賞を

受賞し、この事業が学外からも高く評価を受けていることを実証しました。

この報告書では、このような様々な取り組みに対する内容およびその成果を収録して

います。ぜひご覧になって、本事業の目指すところの「新しいものづくりを中心とした

工学教育モデルの開発と実践にご活用いただければ幸いです。

最後に、プロジェクトに参加して様々な取り組みに挑戦していただいた教職員学生各

位に厚く感謝致します。また、センターの運営やこの報告書の取りまとめに尽力いただ

いたセンター関係委員会委員各位には本当にご苦労様でした。こころより感謝申し上げ

ます。

平成２１年６月２６曰

熊本大学工学部附属

ものづくり創造融合工学教育センター長

村山伸樹

１
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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成２０年度年次報告書

1．ものづくり創造融合工学教育センターの年間活動概要

１．１センター活動体制

（１）センターの設置の目的など

本年度が４年目となった「ものづくり創造融合工学教育事業」は，文部科学省の特別教育研究

費の採択を受けて，平成１７年度よりが５年計画でスタートしている．この事業を円滑かつ効果

的に推進すると共に,学科等の関連教育組織との連絡調整,事業の広報などにあたる目的で，

平成１７年４月１日から発足しているのが工学部附属ものづくり創造融合工学教育センターであ

る．センター設置の目的は，具体的には次の各項目となっている．

１）年度計画の立案，事業の遂行管理，事後評価，および活動や成果の広報

２）工学系学科･専攻における工学教育モデルや授業手法開発,カリキュラム整備のた

めの活動支援と情報交換

３）学科・専攻横断的な授業プログラムや学生の能力開発行事，学外向け行事など，

センター主催事業の企画立案と運営

４）学内外の工房の整備と運営管理，共同利用機材の運用管理

５）事業関連`情報の収集とＦＤ機会の提供，事業成果の広報

６）その他事業の実施に必要な事項

（２）運営組織

平成２０年度は前年度にまで引き続き，センターに専任教員１名，客員准教授１名，特定事業

教員２名，非常勤事業教員２名，事務補佐員３名，および技術補佐員５名を配置し，センター長

（工学部長が指名する副学部長が兼務）の指揮の下に的確に事業を推進した．また，センターの

運営に際しては次の委員会を設置した．

１）ものづくり創造融合工学教育事業運営委員会

構成員は学部長，副学部長，センター長，各学科長・副学科長，工学部事務長（自然科学

系工学系事務部長）の11名．センターの事業方針，年度計画，予算，人事，組織など基本

事項を審議する．

２）ものづくり創造融合工学教育事業専門委員会

センター長，センター担当准教授，各学科選出の教員（演習・実習などものづくり関連科

目の担当者)，工学部授業改善ＦＤ委員会委員長,大学教育機能開発センター准教授の合計１２

名．授業の開発・改善に関する個々の事業内容の詳細を企画，また実施方法を検討し，運営

を担当するとともにその成果を確認する．

３）ものづくり創造融合工学教育事業プロジェクト研究開発専門委員

工学部研究推進委員会に兼務を依頼．委員は教育研究担当副学部長，各学科選出の教授の

合計８名で構成．主として分野融合の研究教育と関連する事業の企画運営を担当する．

業務の大半は，事業専門委員会とプロジェクト研究開発専門委員会が企画運営にあたり，前者

は平成２０年度には合計１１回の会合を持ち，事業推進に献身的に取り組んだ．委員会の活動内

容は章末の資料の通りである．また，後述するまちなか工房関連事業は，まちなか工房で研究プ

ロジェクトに取り組む事業教員が中心となって工房関連の事業運営を担当した．

（３）事業費

平成２０年度は総額，’億５４６万円，このうち文部科学省事業費６５００万円，大学本部

負担額１５４６万円，工学部負担額２５００万円で，事業の具体的内容を計画し実施した．事業

３
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内容は大きく５区分ある．

１）演習，実習科目などものづくり創造融合工学教育と直結する授業科目の開発と既存科

目の改善・拡充，さらには教育カリキュラムとしての整備に向けた各学科の取り組みを

支援する事業．

２）工学部学生が，新しい価値創造に向けた研究活動に取り組めるようなプロジェクトを支

援する事業．

３）ものづくり創造融合工学教育の実践のための,新しい教育施設や設備の整備と維持管理．

４）学外の専門家や有識者による講演など，学生教職員のものづくりや分野融合的な取り組

みに対する，意識啓発に向けた事業．

５）センターが企画した学内，学外向け事業．平成２０年度は２回の学生のコンテスト事業

および，センター施設（まちなか工房）を利用した社会貢献事業を実施した．

１．２実践的教育の授業内容および教育カリキュラムの開発・改善

（１）プロジェクト公募

基礎原理の体感，問題発見・問題解決，構想提案・試作などを学習目的とする既存の授業科目

（演習・実験・実習・見学など）を充実再編するプロジェクト，あるいはそうした科目の開設や

教育カリキュラム開発・拡充に向け工学部教員を対象に「ものづくり教育カリキュラム拡充プロ

ジェクト」を公募し，実践を支援した．採択された場合，授業の経過や成果の概要，学生の感想・

意見をセンター指定のホームページ等に公表するなどの条件はこれまで通り付した．また，事業

採択の条件として学部の経費負担を求められているため，学科規模による予算規模の大きなプロ

ジェクトについては運営交付金などによる提案者の経費負担を義務付けた．教員の個人単位での

取り組みに関しては活性化を図る意味でこの義務は外している．

事業の開始後の２年間は，できるだけ多くの教員が参加して様々な取り組みを試行することが

できるような予算配分を行っていたが，事業が３年目となった昨年度からは，学科においての方

針や方向性が定まったと判断し，学科単位での取り組みを想定した３００万円以内の区分を８件

程度（昨年度と同様)，個人単位での取り組みを想定した５０万円以内を８件程度（昨年度６件程

度）とし，１００万円以内の区分は廃止している．なお，公募と選考に関しては，次節の（１）

で述べる「先進ものづくり研究教育実践プロジェクト」と同一の予算枠で行っている．また，こ

れとは別に平成１９年度以前に採択された課題を対象に，継続的取り組みの運営経費の支援を目

的とする「従前採択課題継続支援プロジェクト」を２５万円以内で１６件程度（昨年度１２件程

度）を別途公募した．以上を５月末を締め切りで公募し，選考を行った．

（２）プロジェクトの選考

選考は学科選出の事業専門委員会委員が担当した．３００万円の区分は７名，５０万円および

２５万円の区分は３名の委員が次の観点で評点を報告，それらをもとに一定手順で選考した．観

点は具体的内容と期待される効果，予算内容，特記事項（複数授業との連携，取り組みの実績，

申請の必要性や緊急性やなど)，総合評価の４点である．

平成２０年度の申請と採択状況は次のとおり．

公募区分５月応募 採択数

３００万円 ８件 ７件

５０万円 ６件 ３件

２５万円２２件 １６件

（３）プロジェクトの成果としての学外発表や受賞

４
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以上の採択プロジェクトを含むこれまでの取り組みは，平成２０年度には，センターの補

助を受けて活動成果１８編が（社）日本工学教育協会同報告会主催の工学・工業教育研究報

告会にて発表され，うち２編が同協会誌の論文や事例紹介として採録，頁数を拡大して掲載

された．また，２２件が同協会主催の平成２１年度工学・工業教育研究報告会に発表応募し，

発表者として採択されている．このような成果により，平成２０年度に「ものづくり創造融合

工学教育事業」が（社）九州工学教育協会から第１１回九州工学教育協会賞を受賞し，この事

業が学外からも高く評価を受けていることを実証した．

また，プロジェクトの数件は，その成果として学外コンテストでの受賞を受けている．組込み

システムの実践的体験として，ＥＴロボコン九州地区大会（組込みシステム技術者育成協会主催）

では，競技部門３位および学生ベスト性能追求賞を受賞，ＭＤＤロボットチャレンジ（情報処理

学会組込みシステム研究会主催）に参加して全国総合１位を獲得し，いずれも学内外から高い評

価を得た．航空宇宙関連のプロジェクトの実践の成果としては，第１０回手作り紙飛行機コンテス

ト（日本航空宇宙学会西部支部主催）では，飛行距離部門２位，飛行時間部門１位を獲得した．

（４）プロジェクト報告会

平成２１年３月３日（火）に，工学部２号館２１１教室および１階ロビーで開催した．昨年度

も同じ時期に開催しており，試験期間終了直後で多くの参加が期待でき，工学部のＦＤ講演会と

しての効果もあるとの理由でこの日を選んでいる．３００万円以下の区分は各１５分で講演発表

し質疑応答を行い，５０万円以下の区分についてはポスター展示とした．当日は，学生ものづく

りコンテストＷＩＮＴＥＲＣＨＡＬＬＥＮＧＥの最終審査会および学生自主研究・構想実践プロジェク

ト報告会と同時開催で，学生を含め８０名程度の参加があった．講演発表の時間を質疑応答含め

各１５分としていたが，学科や専門分野を超えて熱心な討議が行われ，終了予定時間が大幅に延

長した．ポスター発表においては，来場者はもとより発表者同士でも熱心な討論が行われていた．

また，事業４年間の経過報告とＦＤの一環として，次年度の早い時期に報告と討論の機会を再度

設けることになっている．なお，これらの成果は２１年度に学外発表される計画である．（詳細

は３．１および３．２参照）

１．ｓ学生の「新しい価値創造」に向けた研究活動の支援

（１）学生参加による連携･学際融合型研究プロジェクト

卒業研究など工学部学生の研究教育の場において，在来の分野を越えた発想で新しいものや技

術を開発しようとする研究，企業や学外者の積極的な協力を得て技術開発や地域の具体的問題解

決に取り組もうとする研究などを実施するための計画提案を「先進ものづくり研究教育実践プロ

ジェクト」として公募した．これは平成１８年度までの「学部学生の研究活動支援プロジェクト」

に相当するが，公募と選考については，前節の「ものづくり教育カリキュラム拡充プロジェクト」

と統合し，一括公募としたものとなっている．公募は工学部教員を対象とし，先進的な取組みの

支援，または企業や学外者との連携や学際融合型の研究教育プログラム開発の支援と位置づけた．

公募は前述の「ものづくり教育カリキュラム拡充プロジェクト」と同時に行い，３００万円以

下の区分に３件の応募があり３件が採択，５０万円以下の区分に７件の応募があり５件が採択さ

れた．平成２１年３月３日の報告会でその成果が発表された他，平成２１年度の工学教育協

会主催年次研究報告会の発表者として５件が採択されている．「児童向け防災教育の副教材の

作成を通じた地域防災力向上プロジェクト」では実際に小学校に出向き，手作りした副教材

を用いて防災教育を行い小学生の防災への意識向上に貢献した．学部学生の意欲向上に効果

があったのはもとより，学習の成果についても事業に直結する貴重なものであった．（詳細は

３．３参照）

５
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（２）学生ものづくりプロジェクト

学生の自由な発想で新しい価値を創造し，あるいは問題解決取り組もうとする研究プロジェク

ト，ものづくり活動プロジェクトを「学生自主研究・構想実践プロジェクト」として公募した．

応募対象は学生のグループとし，それぞれ指導教員を選定して応募するよう依頼した．－件あた

り１０万～５０万で総額２５０万円とし，公募を７月に行ったところ６件の応募があり，書類審

査の結果の第５位までが採択に値する内容であると評価され，総額１５３万円を採択した．９７

万円の残が生じたため８月に第２期として追加公募を行い，応募数７件で書類審査の結果３件を

採択することになった．

個々の研究成果は熊粋際や夢科学探検などの学内行事や学外コンテストで発表した他，一部の

プロジェクトでは学外のコンテスト出場も行われた．特に「Cansat落下実験プロジェクト」は

平成２１年３月１９日に開催された第５回種子島ロケットコンテスト（(独）宇宙航空研究開

発機構種子島宇宙センター＆種子島ロケットコンテスト大会実行委員会）において，ロケット部

門１（滞空及び定点回収）で優勝，ロケット部門２（高度）で準優勝，ペイロード部門Cansat

クラスで優勝，オープンクラスで準優勝および日本宇宙フォーラム特別賞の受賞と輝かしい

実績を挙げた．平成２１年３月３日（火）には，工学部２号館で開催された「ものづくり教育カ

リキュラム拡充プロジェクト」および「先進ものづくり研究教育実践プロジェクト」の報告会と

同時開催で成果報告会を行った．（詳細は３．４参照）

１．４ものづくり創造融合工学教育の環境整備

（１）まちなか工房の整備と活用

入居施設を継続賃借し，そこを拠点に地域社会と連携してまちづくりの研究教育や地域貢献活

動を実施している．研究教育については公募により毎年４名の教員（以下工房教員）が工房を拠

点とする研究プロジェクトを登録し，工房教員や工房担当事業教員毛の指導の下に３０名の学部

学生や大学院生が中心市街地活`性化にむけた市街地整備の政策や計画技術をテーマに学習してい

る．

地域貢献活動についてはセンターが講師招聰旅費等を準備して，工房関係教員学生はもとより，

まちづくりに関心を持つ市民や中心市街地のまちづくり組織の指導者，行政のまちづくり担当職

員などを招いて「まちづくり学習会」を月例開催している．平成２０年度末で開催回数は４４回

を数え，テーマにより参加者は入れ替わるが，毎回４０名程度が参加している．

工房入口に備えた記名簿によると，平成２０年度の工房利用者は，学内関係者延べ１，３４１

人，学外者延べ４８０人，合計は１，８２１人となり，昨年に比べ，学外者を中心に約１００名

の減少となった．参加者が多数見込まれた学習会を２回分，工房外で開催した影響が大きい

平成１８年度に熊本市は，商店街などの市民団体や企業，熊本商工会議所などと共に熊本市中

心市街地活'性化協議会（中心市街地活'性化法にもとづく法定協議会）を設立して，中心市街地活

性化に向けた各種事業の計画策定と実践に取り組み始めた．また，同じ年に，中心市街地の主要

商店街や企業が集まって「すきたい熊本」まちづくり協議会を設立し，会費や協賛金を募って，

中心市街地活性化のイベントや社会実験などに取り組み始めた．工学部まちなか工房（以下工房）

も中心市街地のまちづくり組織の一つとしてそれら二つの協議会への参加を求められ，工房教員

が，前者については幹事長を，後者については幹事役就任を依頼されるなど，工房は，地元にお

ける中心市街地活`性化にむけた組織的取り組みに参加し，活動推進役を担うようになった．工房

学生達も，研究成果を協議会の部会で報告したり，あるいは各種行事にボランティア参加したり

するなど，地元の取り組みに参加し，臨床的に学習する機会が増えた．

平成２０年１０月に北海道恵庭市で開催された全国まちづくり会議２００８北海道（主催ＮＰＯ

６
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日本都市計画家協会）において，工房学生が，熊本中心市街地活性化の取り組みと，そこにおけ

るまちなか工房の役割と活動についてポスター発表し，来場者の投票により，大賞に次ぐ「まち

づくり賞」を受賞した．また，工房教員も，中心市街地活性化の支援者としてのまちなか工房の

取り組みについて，招待講演する機会が増え，平成２０年11月には，「地域と大学が共同・連携

したまちづくり」（小林英嗣十地域・大学連携まちづくり研究会編，学芸出版社）に工房の活動を

寄稿したなど，工房の教育研究活動や地域貢献活動が社会的評価を得るまで成長したと確信して

いる．（活動の詳細は２．２（１）参照）

（２）ものクリ工房の整備と活用および増設

「ものクリ工房」は，実践的な教育の場，学びの場と位置づけた作業スペースとして平成１８

年１月１１日に開所した．室内部分約１５０㎡，２０名程度が同時に実習可能な規模で，木工・

金工用の工作機械や工具のほか，３Ｄデジタイザ，モデリングマシン，レーザー加工機など，デ

ジタル化が進む設計製作の装置も導入している．専任教員や技術補佐員が施設設備を維持管理す

ると共にそれらを活用したものづくり教育を指導補助している．１８年度より非常勤５名の専門

の異なる技術職員が交代で（常駐３名体制）学生に指導助言する体制を整えてきた．授業での利

用のほか，学生の作品製作，教務補佐員による教材製作や利用技術開発などを通じて創造的な製

作に関するノウハウも蓄積し，学生ものづくりコンテストや学生自主研究・構想実践プロジェク

トなど創造的活動の製作施設として十分な機能を果たしている．機器の利用にはライセンス制度

を導入し，安全教育や各種機器の講習も行っており，工学部学生のものづくり技術や意識のレベ

ルアップに貢献してきている．

また，「アイデアを試作する実験工作場」という位置づけで，実習授業開発のための実験工作場

として，工房を活用して創造性教育，工学デザイン能力の育成のために，いろいろなものづくり

のアイデアが試され，その成果は学外でも多く発表してきた．また，幾つかの実習授業テーマが

開発され，そのひとつは平成２０年度より工学部共通科目として開始されている．

施設の活動として，４月には施設において平成１９年度に製作した作品の展示会を「ものづく

り・デザイン作品展」として開催し，授業や自主制作，コンテストなどで学生が製作した作品お

よび教材などを学内展示し，期間中に約３００名の見学者があった．このほかセンター教員の授

業開発における工房利用の成果作品発表は学外見学者が訪れる学園祭や研究室公開などにあわせ

て数回行っている．

平成２０年度の新しい取り組みとしては，国際的なデザイン展示会ＴＯＫＹＯＤＥＳＩＧＮＥＲＳ

ＷＥＥＫの学生作品展に出展する作品が工房を利用して製作されたことが挙げられる．芸術やデザ

イン系の大学・専門学校が参加するこの展示会に，工学部の特徴を生かして，デザインとテクノ

ロジーの融合を目指した作品を大学院生７名のチームが製作した．イルミネーションがコンピュ

ータ制御により連動して色が変化しながら点滅する照明は，熊本大学工学部の「ものづくり」の

スタイルを学外に公表するよい機会となった．

また，熊本産業文化振興（株）の依頼を受けて，太陽光発電に関する普及啓発活動として，展

示施設であるグランメッセ熊本に設置及び常設展示するジオラマ模型を設計製作するなどの社会

貢献活動も行った．

一方，授業等への工房利用希望が増えているにも拘わらず，集団的な学習指導に必要なスペー

スが確保できない，など作業スペースが手狭になり，増築を希望する声が強まっていた．このた

めセンターでは，平成２０年度に二つの工房の活動実績を踏まえて，サービス向上のため「もの

くり工房」の増設（１９７㎡）を行い，また作業用機器を拡充した．今後のさらなる活用が期待

される．（活動の詳細は２．２（２）参照）
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１．ｓ講演会による学生教職員の啓発

（１）工学部プロジェクトＸ講演会

本事業開始時から企画されているシリーズの本講演会は，学外専門家を迎えてものづくりに対

する学生の学習意欲の啓発を目的として支援してきた．特に本学工学部の卒業生を中心として

様々な分野で活躍されたあるいは活躍中の方に講演をお願いし，困難なプロジェクトに挑戦し，

それを達成する喜びを知ってもらい，学生に夢を持たせるとともに職業観を育てることも目的と

している．

実施は，プロジェクト研究開発専門委員会が担当し，年間１ｏ件程度の予定で各学科に企画提

案を依頼し，最終的に平成２０年度は６件開催し，平成１７年度の開始から総計２９件となった．

講演は工学部技術部のスタッフによりビデオで録画し，写真撮影などのデータ保存・蓄積も行わ

れている．感想文などより，学生は社会人としての未知の体験に心を動かされ，色々なことを考

えており，大きな刺激となっていることが伺われた．また，この連続講演会は工学部の教職員学

生はもとより学外へも案内し,他大学学生や一般市民の参加者,また,報道機関の取材もあった．

（詳細は４．１参照）

（２）学科企画特別講演会

各学科の学生を主な対象として，学科の企画で学外の専門家を招き，専門と直結した話題でも

のづくりの魅力を伝える講演会を支援した．上述の工学部プロジェクトＸが幅広い視野で話題を

提供するのに対し，専門分野のものづくり教育に密接な話題による講演会開催を意図したもので

ある．採択された場合，講演要旨，学生の感想等をセンター指定のホームページ等に公表するこ

とを条件として，各学科２件程度を目安に，センター運営委員会を通して公募した．平成２０年

度は最終的に５件が実施された．それぞれ学科の特色を生かした興味深い講演内容であり，この

うち１件では異なる立場の２名の講師を招いたオムニバス講演とパネルディスカッションを試

みている．（詳細は４２参照）

１．ｓセンター企画事業

（１）もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００８

工学部では学生の倉'｣造性発現のためのコンテスト企画として，１１月初めの学園祭時期の工学

部探検において「もの・クリコンテスト」が平成１３年度よりＦＤ委員会の主催で実施されてい

たが，アイデアに主眼をおいたものであったため，本事業の１つとして，平成１７年度には具体

的なものづくり（作品製作）に主眼をおいた「サマーチャレンジ」を企画した．これは,夏季休暇

を利用して学生が自主的にものづくりの活動に取り組む機会を提供する目的で,１万円を種資金として，

魅力的なアイデア実現や新しい価値の創造に取り組み,その成果を競った.しかし,同じようなコンテ

スト企画で開催時期も近く，学生から両者の位置づけが判りにくいという点が検討課題として挙

げられたため，翌年の１８年度はＦＤ委員会と協力し，２つのコンテストを融合させ「アイデア

部門」「製作部門」の２つの部門で作品を募集する「もの･クリCHALLENGE」が誕生した．作

品のアイデアを出しやすくするために募集テーマを設定し，平成２０年度は「安らぐ」をキーワ

ードとした．募集対象は工学部学生を代表者とし，昨年度までと同様，両部門ともに作品製作に

必要な製作費等を１万円まで補助した．

最終的な参加作品は，アイデア部門１０件（昨年度１６件），製作部門１４件（昨年度２１件）

の合計２４件であった．審査会は公開形式とし，１１月２日の工学部探検にて「アイデア部門」

はポスター掲示，「製作部門」は実物（搬入できないものはポスタ一等）を展示した．審査委員

および一般審査委員の投票によりアイデア部門４作品，製作部門で６作品を選出した後，１件約
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１０分のプレゼンテーションおよび質疑により最終審査を行った結果，最優秀賞１件，優秀賞各

部門１件ずつを表彰した．

参加件数としては，総数は昨年度より減少したが，ほぼ全学科の学生から参加があり開始当初

に比べると学科間のかたよりも少なくなっている．アイデア部門作品には独創的で斬新なものが

多く，製作部門は作品の完成度が総じて高かった．今年度の優秀作品を見ると，製作部門でもア

イデアとそのアピールが重要であることがわかる．また，工学部探検の催しで審査が一般参加者

も含む公開形式となっており，製作部門で約４４０票，アイデア部門で約２００票の投票があり，こ

れも作品製作への意識向上の効果があると考える．（詳細は２３（１）参照）

（２）ＷＩＮＴＥＲＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００９

平成１７年度の事業開始時に企画した作品製作に主眼をおいた「サマーチャレンジ」の冬の企

画としてスタートしたのが「ウインターチャレンジ」であった．平成１９年度は「WINTER

CHALLENGE2008」として実施したが，これまでと同様に具体的なものづくり（作品製作）を

主題としている点で「もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ2007」とは異なる．募集テーマは「あかり'09」

と設定した．これは過去２回のテーマ「あかり」に引き続き同じテーマとし，冬のテーマは「あ

かり」に固定化することで,作品のレベルアップとアイデアの継続`性などを期待したものである．

参加者には，作品製作費として１件につき２万円までを補助した．

今回の応募件数は合計９件（昨年度１９件）であった．昨年度と同様に１次審査を公開形式に

よる投票方式とし，３月３日に行った．会場は２号館２１１教室を遮光して実施し，上位５作品

を１次審査通過作品として選出した．これらは当日午後の最終審査会において各１ｏ分のプレゼ

ンテーションおよび質疑を行い審査員により評価した．評価項目として，「作品製作目的・着眼

点」，「アイデア・独創性」，「作品の完成度・製作技術」，「作品説明の半|｣りやすさ」，「テ

ーマとの関連性」を設け，総合計の最も高いものを最優秀賞（１件），最優秀賞を除いて「着眼

点＋独創性」の得点の最も高いもの，および製作技術の得点の最も高いものを優秀賞（各１件）

選出，残りは入賞とした．

－昨年度より審査を公開形式としているが，一般審査の投票数が多く，学生や教職員への認知

度が高まってきたものと思われる．また，作品のレベルや倉'｣作の規模も上がっており，テーマ継

続の効果が期待通りとなった．検討課題としては，参加件数が９件で予想より少なかった点が挙

げられる．これは，もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ終了からの期間が短いこと，学科の課題提出時期

と重なるなどなどが考えられ，構想や製作の時間を＋分取れるスケジュールの設定，コンテスト

と連携した授業科目の活性化などが検討課題となった．また，テーマを３年連続同じにしたため

に,作品のアイデアが尽きた事,学生にマンネリの印象を与えたことも原因として挙げられるが，

一方，前年度までの参加者やコンテストを見た学生による内容向上を期待したことに関しては，

実際に今年度も低学年や過去に応募した学生の活躍が見られた．（詳細は２．３（２）参照）

（３）まちなか工房セミナー「まちづくり学習会」

工房の社会貢献事業の一環として,工房教員が中心となり，商店街や熊本市などの地元関係者，

さらには，まちなかの将来に関心を持つ市民や学生を対象に，毎月一回のペースで「まちづくり

学習会」を開催してきた．平成２０年度に学習会を１１回開催し，平成１７年７月以来通算４４

回となった．

昨秋は当初１０月に，熊本市との共同開催を計画していた市民シンポジウムが，市の都合で中

止になった．その代りに，熊本市中心商店街等連合協議会と共催で，１１月に東京大学の坂村健

氏を招いて鶴屋ホールで拡大学習会を開催した.また平成２１年１月にも,藻谷浩介氏を招いて，

肥後銀行水道町支店会議室で拡大開催した．

毎回１００名程度に案内を送付しており，テーマに応じて出席者が入れ替わりながらも，毎回
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４０名程度が参加している．商店街からも，招聰講師の希望が出されるなど，著名講師のまちづ

くり関する熱い語りを身近に聞く機会として定着した．

（詳細は２．２（１）４．参照）

（４）学外等での発表や他大学調査・交流

昨年度分の「ものづくり教育カリキュラム拡充プロジェクト」および「先進ものづくり研究教

育実践プロジェクト」の成果については，（社)日本工学教育協会の大会等，学外における工学部教

員の発表２３件を支援し，熊本大学工学部のものづくり教育への取り組みを学外に発信する十分

な効果があった．

９月２５日（木）から２６日（金）にわたって，工学部百周年記念館にて「５大学連携教育シ

ンポジウム」が実施された．このシンポジウムは，熊本大学，徳島大学，山形大学，群馬大学，

愛媛大学による教育改善のための，学生並びに教員によるシンポジウムである．セッションＧは

「ものづくり教育」で，各大学の取り組みのほか，東京工業大学ものつくり教育研究支援センタ

ーセンター長井上同'１良先生に招待講演をお願いし，「東京工業大学における創造』性教育」と題し

て，様々なものづくりの取り組みを紹介していただいた．

１１月２６日に大阪大学で開催された第６回ものづくり・倉Ｉ造性教育に関する取り組みシンポ

ジウムではセンター教員がその取り組みとして事業の進捗状況とセンター施設の拡充および学外

のデザイン展示会への出展の報告を行った．

１１月３０日に行われた福岡工業大学モノづくりセンター「平成２０年度プロジェクト活動成

果報告会」には招待を受けてセンターの教員２名と技術補佐員１名が参加した．発表会は，プロ

ジェクト活動の成果確認をするとともに，学生の「資料・論文作成・プレゼンテーション能力向

上」等のモノづくり教育を目的に学会発表形式に添って実施され，熱の入った発表と活発な討論

がなされていた．

１２月１４日，熊本県，熊本市，教育委員会，熊本銀杏ライオンズクラブなどの後援による「子

どもの未来を守る会」の設立総会が崇城大学市民ホールにて行われ，センター教員が「ものづく

り教育と子どもたち」という演題で招待講演を行った．大学でものづくり教育が必要とされてい

る背景と，現代の子どもたちのバランスの良い成長のために何が必要なのかを，センター教員が

小学生対象に行っている地域貢献活動のものづくり教室を例に分かりすぐ説明し，好評を得た．

２月１９日，韓国の釜山地域の大学から１１名の教員の訪問があった．韓国海洋大学校など，

日本の５大学連携教育委員会と関係のある大学で，見学の目的は，熊本大学の教育の取り組みに

関する調査であった．谷口功学長が多忙の中，ものづくり事業に関して丁寧に説明され，多くの

活発な意見交換がなされた．

２月１４日，今年で第９回ワークショップ「コミュニケーションスキルの指導法」に教員１名

が参加し，基調講演のほか各大学・高専また企業での５件の教育事例発表が行われ本学での取り

組みに非常に参考になる情報が得られた．また，「コミュニケーションスキル教育を考える」とい

うテーマで最後にはグループ討論で，多くの意見が活発に交換された．

２月２６日，東北学院大学工学基礎教育センターより所長の斎藤修先生が訪問された．訪問の

目的は学生の学習支援に関係している環境や設備のある施設の調査であり，ものづくり創造融合

工学教育センターおよびものクリエ房やまちなか工房の概要と活動について資料や情報を提供し，

その後，お互いの活動に関しての有意義な'情報交換を行った．

３月４日には，センター教員３名が宇都宮大学工学部附属ものづくり創成工学センターを見学

した．長時間に豆り施設や活動の丁寧な説明を受け，終了後には懇親会を設定され，多くの'情報

交換を行うことができ，最後には今後の末永い交流を約束し，価値のある訪問となった．

３月９日，産業技術大学院大学より橋本洋志教授，小山裕司教授，村尾俊幸助教，佐々木信夫

客員教授，および，神戸'情報大学院大学の須藤克彦講師が「教育の質を保証する効果的なＦＤの取
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組」（文科省プログラム）の活動の一環として，熊本大学の取組を参考にしたいとの目的で訪問さ

れた．工学部ＦＤ委員長の森和也教授が詳細な説明と有益な1情報交換をされた．

３月１４日，今年で第３回となるワークシヨップ「エンジニアリング・デザインの指導法」に

教員１名が参加し，基調講演のほか各大学・高専また企業での７件の教育事例発表が行われ本学

での取り組みに非常に参考になる情報が得られた．また，「エンジニアリング・デザイン教育を考

える」というテーマで最後にはグループ討論で，多くの意見が活発に交換された．

まちなか工房の学外における広報活動や交流活動を再掲載すると次の取り組みがある．

財団法人九州産業活性化センターが，平成２０年３月に，「九州の元気の源」７００選を刊行し

て，九州各県の地域活`性化に取り組んでいる企業や団体を紹介した際に，まちなか工房もその－

つとして紹介された．

広島大学地域連携センターが，「地域と大学：全国大学地域連携事例集」を刊行して１８の事例

を紹介した際に，まちなか工房も，第三章都市再生への挑戦の中で，「ものづくりの発想が，ま

ちづくり・地域づくりに発展」と題して，２頁にわたり紹介された．

日本建築学会都市計画委員会キャンパス計画小委員会主催，第１２回情報交流シンポジム「大

学との連携によるまちづくり支援」（平成２０年９月１７日（水），会場広島大学東千田キャン

パス）において，工房教員が，「熊本大学まちなか工房を拠点とするまちづくりの地域連携」と題

して招待講演した．

全国まちづくり会議２００８北海道（１０月４日（士）～５日（日）会場北海道恵庭市恵庭ＲＢ

パークセンター)の交流会企画の一つ，「中心市街地・商店街活`性化」で，工房教員がパネリスト

として熊本の中心市街地活性化の取り組みと，そこにおけるまちなか工房の役割について報告し

た．

小林英嗣＋地域・大学連携まちづくり研究会編，「地域と大学の共創まちづくり」，学芸出版，

２００８年１１月刊に，工房教員が，「まちなか工房が支援する中心市街地活性化の取り組み：熊

本市中心市街地と熊本大学工学部まちなか工房」を執筆した（２６－３０頁)．

熊本の信用金庫等の金融機関とその会員企業で構成する情報交換組織，「産学官・熊本」が平成

２１年２月２日（月）にＫＫＲホテル熊本で開催した，産学官連携まちづくりシンポジウムで，

工房教員が，下通商店街のアーケード改修事業における，設計者選定設計競技の企画運営支援を

中心事例に「まちづくりの家庭医を目指して」と題して，熊本市における中心市街地活性化の取

り組みとそこにおける工房の支援活動について招待講演した．

このほか，学会活動やいろいろな交流の場において，他大学や企業，行政機関との交流や情報

交換のネットワークが広がりつつある．（詳細は５．１参照）

（５）地域での活動

平成１９年度に黒髪小学校の４年生ＰＴＡ行事として行われた「ものづくり教室」では，万華鏡

作りに７０余名の親子参加があり好評を得た．このプログラムをさらに充実させて，平成２０年

度は１０月４日，益城町の公民館が主催する「ふるさと子ども寺子屋」への出張教室を行った．

テーマは「身近な材料で作る万華鏡」として，トイレットペーパーの芯，コンピニ弁当などの容

器の蓋を使用して，午前中２時間程度の製作を行った．製作中には学部学生および大学院生５名

の個別対応での指導，製作後は作品発表と記念撮影を行い，好評のうちに終了した．当該行事へ

の協力は２回目であったが，さらに今後も継続的に依頼を受ける結果となった．

また，熊本産業文化振興（株）の依頼を受けて，太陽光発電に関する普及啓発活動として大型

展示施設であるグランメッセ熊本に設置および常設展示するジオラマ模型を建築系大学院生が設

計製作するなどの社会貢献も行なった．
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（６）学外のデザイン展示会への出展

国内外から１，０００を超える企業・学校・大使館・デザイナー・ショップなどが参加し，最

新のデザインを紹介するインターナショナルなデザインイベントＴＯＫＹＯＤＥＳＩＧＮＥＲＳＷＥＥＫ

では，デザイナー志望の学生達が自らのアイデアを発表する学生作品展が同時開催される．芸術

やデザイン系の大学・専門学校が参加するこの展示会に平成２０年度は熊本大学工学部も出展し

た．

工学部の特徴を生かし，デザインとテクノロジーの融合を目指した作品を大学院生７名のチー

ムで製作した．学生のアイデアで，１ｏ箇所に配置されたイルミネーションがコンピュータ制御

により連動して色が変化しながら点滅し，揺れる水面を透過して天井に波を映し出す照明ととも

に海の底をイメージさせる．デザイン関係者が世界中から集まる祭典の会場では，造形やスタイ

リング，空間演出などの多様な作品の展示があったが，その中で工学技術を駆使した本学の作品

も見学者の注目を集めた．

（７）センターパンフレットの製作

学内外への広報として，ものづくり創造融合工学教育センターの平成２０年度活動紹介として

パンフレットを作成した．Ａ４サイズ８ページで，内容としては，平成２０年度の主な活動を紹

介できる写真を中心に，ものづくり授業の充実，学生自主プロジェクトの応援，ものづくりコン

テストの開催，ものクリエ房まちなか工房の紹介とした．これは，平成２１年度の新入生全員に

配布したほか，学内では工学部の全教職員，学外の関連施設，他大学関連部署へ配布するほか，

出前授業や高校訪問の資料として担当の先生方に持参いただくなどを幅広い活用を予定している．

本学のシンボルである銀杏の葉をあしらった表紙と，活動内容に５色のカラーリングを割り付け

たデザインを構成いただいた飯田晴彦先生に感謝するしだいです．（詳細は２４（１）参照）

（８）センターホームページの運用

センターのホームページは初年度には,授業開発推進専門委員会や工学部技術部の協力を得て，

センターの活動を学内外に紹介する目的で構築し，平成１８年度に専任教員の飯田晴彦がデザイ

ナーとしての経験を生かした専門的な指導の下にページデザインやレイアウトを含めてリニュー

アルを行った．学外向けのセンターの紹介，施設の活動状況，プロジェクトの進捗状況などを紹

介し，また施設利用などに関する情報発信の拠点とすることを目的として公開しており，スケジ

ュールや実施報告の更新のほか，使用感や視覚的効果を改善するために逐次改訂を行っている．

また，平成１９年度はこれにリンクさせて実習施設「ものクリエ房」のホームページを新設した．

工房の地図や工房内部の案内，利用方法の案内，製作風景やいろいろな活動での利用紹介，機器

一覧，授業開発の紹介，これまでの成果・活動報告など，動画も含むコンテンツとして多岐にわ

たり，工房の利用促進に貢献している．これらの作業は大学院生教務補佐員が担当し，スケジュ

ールの案内'情報や開催したイベントや活動のレポートなどを随時更新している．

また，初年度から運用のプロジェクト進捗状況データベースも継続して運用しており，プロジ

ェクトの構成員はそれぞれの現場から逐次，画像や資料を掲載し，閲覧者は質問や意見の記入や

資料のダウンロードが可能である．各プロジェクトの進捗状況を相互に確認できることで,事業全

体の情報共有をすることも目的であるが，外部からもアクセス可能であるため，事業の各プロジ

ェクトにおける活動の情報発信の役目も兼ねている．システムの維持管理と改定担当の事業専門

委員会の本間里見委員とその作業グループの学生諸君に感謝します．（詳細は２．４（２）参照）
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まとめ

本事業も４年目を終え，各種の事業が工学部の教員学生の間に定着し，新しい工学教育開発と

実践に向けた取り組みが一段と充実した．主な成果については既に述べたとおりであるが，上記

で記載できなかった活動および成果を追加記載すると次のとおりである．

（１）平成１９年度にセンター拠点施設を開設できたことにより，センター職員の連絡が密にな

ったのはもとより，学生作品や案内情報の常設，センター教員によるゼミ開催など学生サ

ービスが大幅に向上した．工学部各学科の要請があり，平成２０年度から，センター専任

教員が「ものづくりデザイン演習Ｉ」と「ものづくりデザイン演習、を工学部共通科目

（各1単位）として開講し，ものクリエ房における創作活動を各学科の卒業単位として認

定することになった．

（２）平成１８年度以降，多数の工学部教員が社団法人工学教育協会主催工学・工業教育研究講

演会の異なるテーマの分科会で事業成果を研究発表するようになった．発表内容の関心は

もとよりであるが，このこと自体で大会参加者に大きなインパクトを与え，平成１９年度

と２０年度に続けて大会発表の中から計５編が，同協会誌の論文や事例紹介として採択さ

れ，頁数を拡大して掲載された．また，この成果により（社）九州工学教育協会から九州

工学教育協会賞を授与された．

（３）まちなか工房は，地域のまちづくり組織の一つとして熊本市中心市街地活性基本計画の法

定協議会への参加が認められ，同時に計画推進の指導的役割を要請されるようになったな

ど,大学の地域連携組織として社会的位置づけを確立できた．また工房で活動する学生も，

工房のネームタグをつけてフィールドワークに出ると，地域の人々から様々な指導協力が

得られるようになったのはもとより，地元商店街の青年部の一員としての活動機会も増え

た．こうした地域密着の環境下における研究や設計活動の成果が，平成１９年度までの各

種受賞につながっている．平成２０年度には，ＮＰＯ都市計画家協会等が主催する全国ま

ちづくり会議2008に学生が出席し，３年半に及ぶ卒業研究や，その過程における商工会議

所研究会における活動，商店街における「あかりイペント」の実践などの活動を発表し，

この会議で大賞につぐ「まちづくり賞」を受賞したこの成果は地元新聞にも記事として

紹介された．

本事業も平成２１年度で最終年度に入る．多くの取り組みを通じて，先進的な工学教育のモデ

ルが提案・実践され，社会の評価を含め多くの成果を挙げていることは疑いない．その有効性を

確信すると共に一連の取り組みの教育効果や成果の評価を行うために「事業総括シンポジウム

（案）」を開催する予定であるまた引き続き工学教育を促進するための新たな事業の展開に取

り組みたいと考えている．

参考資料委員会の活動内容

ものづくり創造融合工学事業専門委員会

第１回平成２０年４月２１日（月）１２：５０～１４：４０

，２０年度委員メンバー紹介

２）ウインターチャレンジ報告

３）成果報告会

４）本年度事業計画

５）プロジェクト公募

６）平成１９年度年次報告書の取りまとめと進捗状況データベースの入力促進
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7）ものづくり・デザイン展開催（４月２２～２５日：２号館１階ロビー）

第２回平成２０年５月１９日（月）１０：２０～１２：２０

１）１９年度の年次報告書とりまとめ

２）プロジェクト公募と審査の手続き
３）１００％fUturesの参加について

４）「もの・クリCHALLENGE2008」の準備

第３回平成２０年６月１３日（金）９：00～１１：２０

１）プロジェクト採択審議

２）学生プロジェクト公募要領
３）もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００８について

第４回平成２０年６月１３日（金）１３：００～１４：00

ヒアリング及び採択審議

第５回平成２０年７月１５日（火）１０：２０～１１：５０

１）学生プロジェクト採択審議
２）もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００８について

３）工学部概要改訂にかかる取材・撮影

第６回平成２０年８月２５日（月）１０：２０～１１：２０

１）第２期学生プロジェクト採択審議
２）もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００８について

３）１９年度年次報告書の配布について

４）特別講演会について

第７回平成２０年１０月２０日（月）１４：３０～１６：２０

１）もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００８について

２）ウィンターチャレンジについて

３）東京デザイナーズウイークについて

４）学科主催特別講演会について

５）ソーラーパーク事業の協力依頼について

第８回平成２０年１１月１４日（金）１０：２０～１１：５０

１）学科主催特別講演会について

２）学外における本事業の成果発表について

３）もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００８報告について

４）東京デザイナーズウィークについて

５）ウインターチャレンジについて

６）ソーラーパーク事業について

７）センター長交代の報告

第９回平成２０年１２月１５日（月）１４：３０～１６：１０

１）新センター長挨拶

２）ＷＩＮＴＥＲＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００９について

３）コンテスト連携授業「ものづくりデザイン演習」
４）Ｈ２０年度プロジェクト報告会日程とプログサ

５）ソーラーパーク事業について

６）講演会（プロジェクトＸ，学科主催）開催状況Ｉ
７）熊大６０周年事業に関わるセンター企画につい￣

コンテスト連携授業｜ものづくりデザイン演習」の開講について

Ｈ２０年度プロジェクト報告会日程とプログラムについて

ソーラーパーク事業について

講演会（プロジェクトＸ，学科主催）開催状況について

熊大６０周年事業に関わるセンター企画について

第１０回平成２１年２月２日（月）１４：３０～１６：１０

１）ウインターチャレンジ申し込みについて

２）プロジェクト成果報告会について

３）学生プロジェクトの辞退

４）ものづくりサークル活動の支援

５）日本工学教育協会平成２１年度工学・工業教育研究講演会
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6）平成２１年度ものづくり教務補佐員の任用について

7）パンフレット改定（２０年度活動紹介）の検討

8）グランメッセ展示の報告（ソーラーパーク事業，くまもと産業ピジネスフェア）

第１１回平成２１年３月２日（月）１４：３０～l６ｍＯ

１）ウインターチャレンジについて

２）プロジェクト成果報告会について

３）日本工学教育協会平成２１年度工学・工業教

４）２０年度活動紹介パンフレットの準備について

５）来年度の教務補佐員採用の不足分について

６）学科主催講演会の特例について

７）センターおよび工房の２件の見学の報告

８）ものづくり事業が九州工学教育協会賞を受賞

1年度工学・工業教育研究講演会の申し込みについて

9）サークルの統合および支援について

10）新入生の学科案内時の見学コース
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２．主な活動など

２．１受賞・トピックス

（１）受賞

ものづくり事業が九州エ学教育協会賞を受賞

本学工学部の「ものづくり創造融合工学教育事業」が第１１回九州工学教育協会賞を受

賞しました．平成２１年２月１７日に九州大学伊都キャンパスにて開催の九州工学教育協

会総会において表彰式が行われ，両角学部長が工学部を代表して表彰されました．また，

受賞者挨拶においてこれまでの様々な活動の紹介とさらに今後につなげる抱負についてお

話をされ，工学部がものづくり教育にかける意気込みが会場にも伝わったようでした．
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まちなかエ房が全国まちづくり会議2008で「まちづくり賞」を受賞

平成２０年１０月４日（土）～５日（日）の二日間にわたって北海道恵庭市で開催された

全国まちづくり会議２００８北海道（主催ＮＰＯ日本都市計画家協会）において，まちなか

工房の学生が，熊本中心市街地活Ｉ性化の取り組みと，そこにおけるまちなか工房の役割と

活動についてポスター発表し，来場者の投票により，大賞に次ぐ「まちづくり賞」を受賞

しました．
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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合工学教育センター平成２０年度年次報告書

MDDロボットチヤレンジ「飛行船ロボットコンテスト」にて全国総合１位の成績

工学部情報電気電子工学科の宮本幸太さんほか４名の学生と汐月准教授（現東京電機大

学教授）らが所属するチーム「熊本大学BEARSUNION」が，２００８年１０月２９日に国立

オリンピック記念代々木青少年センター（東京）にて，,情報処理学会組込みシステムシン

ポジウム２００８の特別企画として例年開催されている｢MDDロボットチャレンジ｣に参加し，

全国総合１位，最優秀モデル賞及び自律飛行競技２位を獲得しました．
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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成２ｏ年度年次報告書

第10回手作り紙飛行機コンテスト飛行時間部門で優勝

工学部機械システムエ学科の真島隆志さん（指導教員波多助教）は２００８年１１月１

４日（金）に，九州大学伊都キャンパス（福岡）で行なわれた日本航空宇宙学会西部支部

主催の「第10回手作り紙飛行機コンテスト」において飛行距離部門２位，飛行時間部門優

勝の成績を収めました．

繊塞鍔～達
【Ｋ

認上、＃状

騨亥｣b浴島蝋

繊TI琴
驫鱒麓

ＰＪＲトｍａＯＨ■

鰯

第５回種子島ロケットコンテストロケット部門１（滞空及び定点回収)，ペイロード部門

（CanSatcome-backCansatクラス）にて優勝

工学部機械システムエ学科の学生と波多助教は，鹿児島県の宇宙航空研究開発機構種子

島宇宙センターで２００９年３月１９日～２１日に開催された｢第５回種子島ロケットコ

ンテスト｣に参加し，ロケット部門１（種目滞空及び定点回収）にて優勝し，日本宇宙フ

ォーラム特別賞を受賞しました．また，ロケット部門２（種目高度）準優勝，ペイロー

ド部門（種目CanSatcome-backCansatクラス）優勝，ペイロード部門（種目CanSat

come-backオープンクラス）準優勝のすばらしい成績を収めました．
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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成２０年度年次報告書

（２）ものクリエ房の増設

本事業の開始の際，従来の教育システムでは不足

がちだった実践的学習や体験的学習の場を提供す

るため，学内に拠点工房として「ものクリエ房」を

建設，また中心市街地に民間施設を賃借して「まち

なか工房」を開設しました．学内の「ものクリ工房」

には,木工.金工等の軽便な工作機械や工具のほか，

デジタル化が進む設計製作の装置も導入し，「アイ

デアを試作する実験工作場」学生ものづくりコンテ

ストでの作品製作，スタッフによる教材制作や授業

開発に活用してきました．

しかし，工房の利用実績や授業等への利用希望が

増えているにも拘わらず，大型の制作物に対応でき

ない，集団的な学習指導に必要なスペースが確保で

きないなど，作業スペースが手狭になり増築を希望

する声が強まっていました．このため平成２０年度

に二つの工房の活動実績を踏まえて，サービス向上

のため「ものクリエ房」をこれまでの２倍の面積に

増設（総面積約４００㎡)，備品として作業台１２台

と九椅子６０脚，新しい機器としてパネルソーやク

レーンを設置しました．また，これまで不足してい

た電気実習用機器の充実のため，アナログオシロ，

Ｆジェネレータ，Ｄマルチメータ各４台および電源

１０台も揃えました．施設の平面図や運用規則など

の詳細は，別ページに紹介しています．

今回の整備により，ものクリエ房の授業での利用

や各種イベントでの利用など幅広い活用が可能と

なりました．今後のますますの利用，そして学生諸

君によるアイデア豊かな数々の成果物が生み出さ

れることが期待されます．
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ものクリ工房（西側から）

増設した新棟（東側から）

口
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新棟内部（実習スペース）
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新棟での授業風景 バネルソー（大型切断機）
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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成２０年度年次報告書

（３）東京デザイナーズウィーク出展

ものづくり創造融合工学教育事業は，２１世紀のものづくりをリードするデザイナーや技

術者の輩出を目標に，平成１７年度からものづくり倉Ⅱ造融合工学教育事業に取り組んできて

います．その一環として，学科を超えて学生達が構想や作品の仕上がりを競うような，「学

生創発コンテスト」を毎年２回ずつ開催していますが，回を重ねるにつれ，アイデアの魅

力はもとより，作品としての質も高くなってきました．そこで平成２０年度は思い切って，

１０月３０日（木）～１１月３日（月・祝）に東京青山の明治神宮外苑絵画館前広場で開催さ

れる，東京デザイナーズウィーク「100％Designlbkyo」の連携企画である学生作品展

「100％fUtures」に出展することにしました．

東京デザイナーズウイーク２００８１００９/bdesignlO/30～11/３明治神宮外苑
埴〉

か
和
一

■■
凸，｡】品 ■1

鱒！！ iMlm:！
■－，｡

￣̄

東京デザイナーズウィーク「100％Designlbkyo」は，国内外から１，０００を超える企業・

学校・大使館・デザイナー・ショップなどが参加し，最新のデザインを紹介するインター

ナショナルなデザインイベントで，国内外より約1ｏ万人の見学者が訪れます．同時開催の

学生作品展「100％fUtures」は，未来のデザイナーたちがプロの世界に挑み，国内外の学

生たちがビジネスチャンスの生まれる舞台で学生たちのフレッシュなアイデアを発表しま

す．芸術やデザイン系の大学や専門学校が参加するこの展示会に，熊本大学の出展は工学

部の特徴を生かし，デザインとテクノロジーの融合を目指した作品を製作しました．

「100％fi1tures」学校展とデザイン・サンガク展の二つの展示で構成されます。前者は、

大学や専門学校など学校単位に「食べる」「動く」「安らぐ」「守る」「触れる」から－つの

テーマを選び、テーマにそって製作した学生作品を，約２ｍ×５ｍの学校ブースで展示し

ます．熊本大学工学部は「安らぐ」をテーマに，ＩＴを組み込んだＬＥＤの照明による空間演

出に挑戦しました．熊本大学の作品ブースには，製作したコンピュータ制御によるイルミ

ネーションが１０箇所に配置され，それぞれが連動して色が変化しながら点滅し，揺れる水

面を透過して天井に波を映し出す照明とともに海の底をイメージさせる空間を演出しまし

た．デザイン関係者が世界中から集まる祭典の会場では，造形やスタイリング，空間演出

などの多様な作品の展示がありましたが，その中でも工学技術を駆使した作品は見学者の

注目を集めていました．

鱗
100％fUtures学生作品展製作風景
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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成２０年度年次報告書

学生作品展熊本大学テーマ：安らぐ

製作指導：飯田晴彦大渕慶史成松宏平英雄大西康伸

メンバー：九鬼裕之弘田澄男小林大介西岡勇蔵増村匠中村祐太日隈康博
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一方、後者のデザインサンガク展は、学校展に参加する６～８校の学生代表各２～３人が

チームを作り，企業が提示したテーマに従って作品や製品のプロトタイプを製作し，展示

するという企画です．工学部では，寄付講座を開設していただいている富士電機システム

ズ株式会社にご協力をお願いして，「フィルム型太陽電池（FWAVE）による環境に優しい

暮らしの創造」というテーマを準備していただきました．本学建築学科の田中智之准教授

をコーディネータに，熊本大学と関東関西の６大学の学生諸君が協働して，次世代の太陽

電池による未来のエネルギ利用の３つの提案を形にした作品を製作・展示しました．

デザインサンガク富士電機システムズプロジェクト太陽電池（RVAVE）による環境に優しい暮らしの創造

プロジェクトデザイナー；田中智之（建築家・熊本大学准教授）

熊本大学メンバー：阿部佑樹阿部悠子井ロ直 A、
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富士電機システムズブース ネオムシ エコカート コミュニティツリー

また，東京での展示会ということで，工学部

の活動や教育の取り組みを広く紹介する折角の

機会であったため，工学部卒業生全員に配布さ

れる熊本大学工業会会報第９３号１７～１８ペー

ジにて紹介しました．さらに，両角光男センタ

ー長（現工学部長）自ら作成のフライヤー（右）

と割引入場券を準備し，学内はもとより，工業

会東京支部および芝浦のリエゾンオフィスにも

ご協力を御願いして，関係各所，また，東京近

郊にお住まいの方々に広報しました．

展示会は盛況のうちに終了しましたが，非常

に多くの見学者が訪れた会場には，きっと多く

の工学部の卒業生の方々にも見に来ていただき，

後輩達の創造性と可能'性に溢れた作品に，感心

されていたことと信じています．

※次頁より展示会の詳細をグラビア的に紹介しています．

熊ホエ学部が出展：100%Fu+ure壬ザインサン汀ク展に
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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成２０年度年次報告書

工学部でのものづくり教育は全国的にもまだ始まったばかりで，多くの大学で試行錯誤されています．意匠

科を持つ大学であっても，その他のエ学系の授業との連携がどうされているのか，今後どう勧めてゆくのか不

明な点が多く，他大学の動向を調査し，熊本大学エ学部として有効な教育プログラムを作成する必要がありま

す．工学とデザインは切り離されて考えられがちですが，これから求められる人材は工学的そしてデザインに

関しても知識を持ったエンジニアと考えられます．なぜなら，中国，韓国，周辺諸国，また南米の国々との技

術競争には創造性が不可欠と言えるからです．デザインを学ぶことは創造性を育む訓練であり，実際に手を

動かしてモノを作ることにより，座学で学んだ理論を応用，実践する体系的な理解を深めることになると考え

ます．

ものづくりの現場では絶えず試行錯誤を繰り返し，そのことが経験の積み重ねとなって行きます．デザイン

を学ぶことは経験が無ければ不可能です．五感を使った教育によって創造力を豊かにし，競争力のある人材育
成を目指します．

今回は，TOKYODESlGNERSWEEK2008において，学生展１００％futuresに熊本大学工学部が参加した

事を含め，他大学のデザインの取り組みを調査しました．

ＤＥＳＩＧＮＳＡＮＧＡＫＵ

企業と学校がチームを結成し、トップデザイナーの監修

のもとでひとつのデザインを創造する大規模な「産学協

同プロジェクト」が始動．７年間開催した「学生作品展」

をより実践的に発展させたもので、業種や学校の枠を超

TOKYODESIGNEFVSW宮l司Ｋ２ｍＳ１００Ｉ職Ubulres

えた意欲的なプロジェクトから生まれた作品を発表．

アートカレッジ神戸

文化女子大学

changwonnationalunivesityofKOREA
千葉大学

女子美術大学

京都精華大学

武庫川女子大学

武蔵野美術大学

名古屋芸術大学

静岡デザイン専門学校

東京デザイン専門学校

東京エ芸大学

東洋大学

ｌＣＳカレッジオブァーッ

熊本大学

京都工芸繊維大学

九州産業大学

日本デザイン専門学校

日本工学院テクノロジーカレッジ

ＳＵＮＧＳＨｌＮＷＯＭＥＮ『ＳＵＮ１ＶＥＲＳｌＴＹ

多摩美術大学

東京造形大学

筑波大学

ヒューマンアカデミー東京校

|stitutoMarangoniMilanoParisLonｄｏｎ
国＋館大学

京都精華大学

九州大学

東海大学

東京デザイナー学院

東京造形大学

東洋大学

早稲田大学

DaeguUniversity
大阪市立デザイン教育研究所

大阪芸術大学

東北芸術工科大学

首都大学東京

東洋美術学校

京都芸術デザイン専門学校

ものつくり大学

関東学院大学

バンタンデザイン研究所

由の
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TOKYODESlGNERSWEEK2008において，学生展１００％futures学生展に熊本大学工学部が参加しました．

その企画から展示までを紹介します．

ＴＯＫＹＯＤＥＳＩＧＮＥＲＳＷＥＥＫ２００８１００％futures学生展とは

未来のデザイナーたちがプロの世界に挑みます．今年で８年目を迎える学生作品展は発表の場を

100％DesignTokyoテント内に移動し大きく生まれ変わり国内外の学生たちがビジネスチャンスの生まれ

る舞台で学生たちのフレッシュなアイディアを発表する場です．

１

展示内容の企画
を各自アイデア
をプレゼンテー

ションし，製作
物を決定．ＬＥＤ
連動照明とＬＥＤ
水面照明を製作
する事となった．
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連動照明チーム,
水面照明チーム．
プログラミング
テームに別かれ実
験をしながら照明
装置を製作．
プログラムチーム
は基盤とプログラ

ムの勉強から始め
た．

３

連動照明が完成し
たところで最終的
なプログラミング
を行い動作確認．
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２．２拠点エ房の活動

（１）まちなか工房の活動状況

１．はじめに

平成17年５月１３日に、「工学部まちなか工房｣(以下工房と略す)を開設した｡場所は熊本市を

代表する都心商店街の－つである上通並木坂の商業ピルの2階にある。工房開設の目的は三つ

ある｡第一に､学生や教員が中心市街地に身をおいて､まちづくりの技術や方策を臨床的、実践

的に学習し研究する場を作ること､第二に､地元大学として中心市街地の活性化に向けた地元の

取組みに参加するなど､社会貢献や地域連携の拠点を作ること､第三に大学構成員の大学キャン

パス内における活動成果を発表する場を提供することなどである。最初に工房の概要を紹介した

後、三つの目的に即して､活動の現状と成果､ならびに今後の課題を報告する。

図１まちなかエ房の位置図２まちなかエ房の外観

熊本市南坪井町１－５サンコスメデイオ２階電話/FAXO96-326-9502

２．施設概要とその利用

施設面積約120平方メートル、１２席の研究スペース(40平方メートル)と40人～50人収容の展

示･ゼミスペース(60平方メートル)、トイレや厨房などのサービス諸室で構成されている。

研究スペースにはものづくり総合融合工学教育センター(以下､センター)の事務職員1名が平

日昼間常駐する他､年度始めに工学部教員を対象に研究スペースを利用した研究プロジェクトを

公募し､採択された教員(以下、工房教員)とその指導を受ける学生(以下、工房学生)が定期利

用する｡都市計画の専門家も1名が工房特任教員として活動に参加している。

プロジェクトの採択を受けた教員から､研究スペースの整備費として一席あたり年間８万円を徴

収している｡研究スペースの利用効率を高めるため、定期利用者にはキャスター付きキャビネットを

用意するが､各人の専有場所を定めず､空いた席にキャビネットを移動して利用する(フリーアドレ

ス)方式を採用している。

一方､展示･ゼミスペースには､展示用ピクチャーレール20ｍ､椅子40脚､キャスター付き長机６

脚､ＰＣプロジェクター、120インチ電動ハイビジョンスクリーン､調光スポットライト10器､無線マイク

セットなどを備えている｡本学教職員であれば、申請書を提出することにより休日、時間外でも利用
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することができる｡特に使用料を徴収していない。申請書は工学部事務のウェブページから取得で

きる｡受付は1ヶ月前からとなっているが､学部主催事業､センター事業、工房企画事業､学会など

の公共'性が高い事業はそれ以前でも受け付けている。工学部の活動を紹介するなど､社会性の

高い展示ゼミスペースの利用企画に対し､１件あたり最大１５万円を補助する制度もある。

研究スペースと展示･ゼミスペースには有線と無線のＬＡＮを構築しており、パソコンなどを持ち

込んで､カラープリンター､Ａ3版スキャナー､ＦＡＸなどを利用することができる｡また光回線(Bフレ

ッツ)を経由して学内ネットワークに接続することができる。

３平成２ｏ年度の工房のスタッフと教育研究活動

本年度は4つの研究プロジェクトを採択した(表ｌ)。工房教員や工房学生は、空き時間に自転

車や自家用車で工房を訪れ、そこを拠点にフィールド調査に出かけ、あるいは学外者と打

ち合わせる。作業終了後はＰＣをネットにつないで資料を整理し、また週一回程度は、テ

ーマ別にゼミを開催する。学外者の参加もあり、ゼミは夜間開催が多い。工房教員や工房

学生には鍵を配布してあり、休日・夜間も出入記録をつけて利用できる。

表１平成２０年度工学部まちなか工房スタップと研究スペース利用研究プロジェクト

工房教員（研究スペース利用研究プロジェクトのタイトル）

溝上章志（交通まちづくりの実践：公共交通機関優先施策と低・未利用地の

有効活用促進施策による中心市街地の活↓性化方策）

田中尚人（水辺の履歴を活かしたまちづくり）

両角光男（熊本市中心市街地の公共空間整備を事例とする研究教育）

両角光男・大西康伸

（ネットワークを利用した倉Ｉ造的会議技術の実践的研究・教育）

工房特任教員富士川_裕（株）人間都市研究所長

前田芳男（有）トトハウス所長

工房事務職員下田いずみ、菊池郁美（2名で交代勤務）

工房教務補佐員内山忠（博士後期課程)、上田英寿（博士前期課程)、米満雄太（博士

前期課程)、江川太一（博士前期課程)、松本理紗（博士前期課程）

各プロジェクトの主要研究成果は､本書で別途紹介しているので､そちらを参照していただきた

い｡従来から､現地をきめ細かく観察する共に､地元関係者や行政機関や関係のヒアリング調査、

関係の専門家などのアドバイスを踏また労作が多かったが､２０年度は､特に､本事業の｢先進もの

づくり研究教育実践プロジェクト｣の採択を受けて､熊本市中心市街地活｣性化協議会､及び熊本

市と共同で中心市街地来訪者の回遊行動､消費行動調査に取り組み､成果を上記協議会等に報

告したなど､実践的研究教育の機会を得ることができた。

４．まちづくり学習会

平成１７年７月から毎月一回の割合で、商店街や熊本市など中心市街地関係者や中心市街

地に関心を持つ市民や学生を対象に、「まちづくり学習会」（以下、学習会）を開催してき

た。中心市街地の環境整備を基本テーマとしており、県内外から招いた専門家や実務経験

者による講演を聞きながら意見交換してきた。工房教員、中心市街地の主要商店街リーダ

ー、熊本市職員等で構成する学習会運営幹事会を組織し（表２）、開催日程、テーマや講師

など検討している。工房教員・学生の研究成果の発表やワークショップなども適宜組み合

わせている。
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表２平成２０年度のまちづくり学習会運営幹事会構成員

すきたいくまもと協議会会長泉冬星

上通商栄会会長布田昭

下通繁栄会会長山田哲大

熊本市新市街商店街振興組合理事長安田二郎

熊本市中央繁栄会連合会会長谷口正他

熊本市都市建設局都市政策部都心活性推進課課長西島徹郎

熊本大学政策創造研究センター教授上野眞也

有限会社トトハウス代表前田芳男

熊本大学工学部まちなか工房教員溝上章志

熊本大学工学部まちなか工房教員両角光男

熊本大学工学部まちなか工房特任教員富士川－裕

表Ｓ平成２０年度まちづくり学習会テーマ

平成２０年度に学習会を11回開催し、平成１７年７月以来通算４４回となった。毎回１００

名程度に案内を送付しており、テーマに応じて出席者が入れ替わりながらも、毎回４０名程

度が参加する。昨秋は当初１ｏ月に､熊本市との共同開催を計画していた市民シンポジウムが、

市の都合で中心になった｡その代りに､熊本市中心商店街等連合協議会と共催で、１１月に東京

大学の坂村健氏を招いて鶴屋ホールで拡大学習会を開催した。また平成２１年１月にも、藻

谷浩介氏を招いて、肥後銀行水道町支店会議室で拡大開催した。
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回 日時 ;瀧而 所属 演題（参加ﾉuｉｂ

第34回 平成

4月

20年

２４日

伊東正示 (株）シアターワークショップ 劇場やホール施設の整備とまちづくり

第35回 平成

５月

20年

２２日

桜井武 熊本市現代美術館 現代美術館とまちづくりについて

第36回 平成

６月

20年

０９日

富士)||－裕 まちなか工房 まちづくりの目標像と桜の馬場整備

第37回 平成

７月

20年

１０日

有村佳子 指宿ロイヤルホテル会長･国士

交通省観光カリスマ

指宿の温泉･観光と健康でまちおこし

第38回 平成

８月

20年

２８日

斉藤参郎 福岡大学経済学部篭１０受 回遊マーケティング

第39回 平成

９月

20年

２６日

木下斉 有限責任事業組合市街地経営研究

機構代表

熊本城東マネジメント（株）代表

取締役

,，

まち“｜を経営すること(日本型まちづく

りからの脱却と地区経営手法の育て方

第40回 平成20年

11月１０日

坂村健 東京大学大学院情報学環教授

ＴＯＲＯＮプロジェクトリーダー

ユビキタスイノベーション

どこでもコンピュータが世界を変える

第41回 平成19年

12月１１日

金丸弘美 食環境ジャーナリスト 食を通した地域プロデュース

第42回 平成21年

１月２２日

藻谷浩介 日本政策投資銀行参事役 くまもとのまちの活性化の処方菱

第43回 平成

２月

21年

１９日

柵胴田騨
》

まちなか工房

i:$実i二二薯ili菫藁鑿:：
地元と大学が協働した桜nJ周辺再開発への提案

第44回 平成

３月

21年

１８日

竹節 京都<ろちく(株)代表取締役社長 歴史に学ぶまちの再生(課題）



熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成２０年度年次報告書

｜ｉ艀辮
習

凹

LJz-

T5j屯出■｣

-ｲ･『､~ご'一望
一一回り=

凸

暉
洩
短
■

■

蕊
了夢磐=;＝。

鎧彊J１

雛Ｍ＿～～卜窒

図３まちづくり学習会の風景

５．その他の地域貢献活動

工房を開設した平成１７年に、熊本市でも郊外大型店出店問題が発生したのを契機に、中

心市街地の商店街や百貨店や企業などが、中心市街地の空洞化が深刻化するのではないか

との危機感を抱き、中心市街地の活'性化にむけて、組織的取り組みを開始した（表４)。前

述した工房学習会も、地元の関係者が中心市街地活'性化の取り組みを考える場を提供した

ことから、工房教員も一連の取り組みに参加するよう求められるようになり、熊本市中心

市街地活`性化協議会をなどでは、幹事長役や部会長など、活動の調整役、推進役としての

役割を担うようになった。

表４まちなかエ房が組織参加した中心市街地のまちづくり組織

組織名称 組織の活動概要 工房教員の役職

すきたい熊本協議会 中心市街地の主要商店街､百貨店､企業とまちなか工房など 幹事

14団体で構成会費に加え､事業ごとに協賛金や資金協力を

募りながら､まちづくりの計画験討やイベントの企画運営と

評価などに取り組む

熊本中心市街地活性化協 改正中心市街地活幽上法に基づいて､熊本市､熊本商工会議 幹事長、

議会 所､まちづくり会社､商店街組織やまちなか工房などのまち アドバイザー

づくり団体など４１組織を構成員として設置b熊本市の中心

市街tlhi舌性化基本計画の策定と､計画が大臣認定された後の

に取り組むも会費に力[|え､協賛金を

募りながら調査なども実施する。

同上広域部会 交通計画など計画区域全体にかかわる事業検討を担当する。 部会長、

アドバイザー

同上通町桜町周辺地域 計画区域のうち､通町･桜町周辺地域における事業調整や新 部会長、

部会 規事業抽出を担当する。 アドバイザー

同上熊本駅周辺地域部 計画区域のうち､熊本駅周辺地域における事業調整や新規事 部会長、

会 業抽出を担当する。 アドバイザー

平成20年度は熊本市中心市街地活性化協議会で、中心市街地来訪者の回遊行動を促進する

ための方策を探るため、来訪者の回遊行動、消費行動の現状調査が必要との意見が出され､工

房学生の研究教育と連携して､大規模なヒアリング調査を計画実施した｡その際には､既に述べた

ように､本事業の｢先進ものづくり研究教育実践プロジェクト｣の採択を受けた。

2７

組織名称 組織の濡動概要 】L房教員の役職

-ｉきたし熊本協議会 !！'心ｉｉ准i地のH雲i薊誰i､百貨１２;､企業とまちなか1房〉:悪

:4:､､体で溝h)(･会費にＪｌｊＩ:え､`j業r厚とＩＦ協賛金や資金協ﾌﾟﾉを

募りながず〕､ま診〆，くりの;諏図i検討やイベントの企廼61讃と

評iⅢir負どl<取りiiMlrP

幹囲鼻

熊本;:心:了街地活性化協

議会

攻ｉＷ心ffj街地活閏醗§に基〆iﾙ､て、熊本ｉｆ熊本稿il会議

ﾉﾘ〈まちづくり会ii入i献与i鍬１１織やＩ共らなか1房などのまち

づくり団体ﾝ:ﾉﾐ’４１組織を構成員とし-ご鍵ｈ熊本『'五)１１１心

･ji調括幽上基本歸;画の策lRirと､計画ｳﾖ大lZ認定さｵＴｊた後の

:;罫業調i獣萬新ｿ鐸ｊｊ謂是案に取り紅1曲兜会費ＩＦ力Ⅱえ協賛金を

募りながら調査なども実施する。

幹;劃量、

アドバイ
□も四

ワー.

.;fILlZ烹域音|塗 交I霊{但隊ど;諏亘i区域全体にかかわる賢ら悪對黄討を１:礫する。 熱I会長、

アド'Ｗ･研・

可ｌ

高院

通１１i､桜111n割辺地域 證画区域

現K1F業hil

のう

iIlを

ち、通１１１丁･樫IiJjl司辺地域における事業調整や新

拭空-する。

部会長、

アト：バイー:ﾅミ

司．：
ごユ
ロヱペ

熊本勵凋辺地域部 詩画Z域のうち､熊'本鰯|凋辺地域(「おける〔喜業調壇』〈新規瘤

業hbliを１１:』L;･#る -.ﾅミ
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工房学生も、工房開設当初から、商店街季節イベントにボランティア参加するようにな

ったが、その数も年々増え、平成２０年度は年間５つの行事に参加した。平成１８年度途中

からは博士課程学生が各事業の企画委員会にも参加している。

表ｓ工房学生がボランティアで運営に参加している地元行事

６．展示ゼミスペースを利用した広報活動とエ房利用者数

表６まちなか工房の入室者数と展示ゼミスペース予約利用行事

ｎＰＯ曰，＝．8０：

●■
＝ １０

ノ、二■：１５２１６６８

■曰 ／、三Ｉ１５０８２２０３

2８

開催時期 行事名 主 崔団,本

４月 うそかえ行事 手取天満宮・上通商栄会

７月 ゆかた祭り
」割

月眉又 坐「了中心商店街等連絡協議会

1０月 銀杏祭り 坐「了中心商店街等連絡協議会

１０月 うそかえ行事 手取天満宮・上通商栄会

1０月 えびす祭り 上通並フ＜坂商店街

期間
記帳利用者

学内 学外 計
展示ゼミスペースの予約利用行事

４月７日～５月４日 128 5８ 186 打合せ会議２回､ゼミ４回、工房学習会･幹事会

５月５日～６月1日 9３ １３８ 231 ゼミ4回、工房学習会･幹事会

熊本大学､八代高専､東海大学合同建築ゼミ

建築学科､共同組合熊本県鉄工業会共催建築展

６月２日～６月２９日 115 3７ 152 打合せ会議３回､ゼミ６回

工房学習会･幹事会

６月３０日～８月３日 156 6０ 216 打合せ会議１回､ゼミ８回､研究会１

工房学習会･幹事会

８月４日～８月３１日 147 4１ 188 打合せ会議１回､ゼミ３回

工房学習会･幹事会、中心市街地来訪者回遊行動調査

９月１日～９月２８日 213 3８ 251 ゼミ６回

工房学習会･幹事会、

９月２９日～１１月２日 238 3２ 270 打合せ会議１回､ゼミ９回

11月３日～１１月３０日 110 ４ 114 ゼミ８回 、

工房学習会･幹事会(鶴屋ホール）

12月１日～１２月２８日 4０ 2３ 6３ ゼミ４回、

工房学習会･幹事会

12月２９日～２月１日 4５ 1０ 5５ ゼミ７回､授業2回

工房学習会･幹事会(肥後銀行水道町支店）

２月２日～３月１日 2９ 1９ 4８ ゼミ１回、

房学習会･幹事会

３月２日～４月５日 2７ 2０ 4７ 打合せ会議１回､ゼミ１回､研究会1回

工房学習会･幹事会、

平)可勉0年度年間利用者1合計 1341 480 1821 打合せ会議９回､ゼミ６１回、工房学習会･幹事会９回､他４回

平成19年度年間利用者合計 1306 647 1963 打合せ会議１２回､ゼミ４７回、工房学習会･幹事会10回､他２９回

平成18年度年間ｆ１１用者合計 1521 662 2183 打合せ会議１３回､ゼミ３１回、工房学習会･幹事会１０回､他４９回

平成17年度年間利用者合計 1508 695 2203 打合せ会議１７回､ゼミ４５回、工房学習会･幹事会１０回､他３８回
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センターでは、工房展示ゼミスペースを利用した､学内の活動成果の広報活動を促進するため、

展示ゼミスペース利用支援制度(年間４件程度)を設けているが､平成20年度は特に申請が無か

った。

学習会や上述の広報行事以外には、工房教員学生によるゼミ、工房教員と学外者との会議･打

合せなどが主な展示ゼミスペース利用内容となっている。

工房入口に備えた記名簿によると､平成２０年度の工房入室者は､学内関係者延べ１３４１人、

学外者延べ480人､合計は1821人だった(表3)。平成17年度以降､記名入室者は微減傾向を示

していたが､本年度は､学外者が480人にとどまり､学内学外合わせて1821人と､昨年に比べ１００

名強の減少となった｡これは､参加者が多数見込まれた学習会を２回分､工房外で開催した影響

が大きかった。工房学生など、明らか記帳漏れとなっているケースも認められ､再度､記帳を徹底

することにしたい。

７．まちなか工房の県外における広報活動

①広島大学地域連携センター千Ｉ、「地域と大学：全国大学地域連携事例集」における紹介

記事

広島大学地域連携センターが、標記を発刊して１８の事例を紹介した際に、第三章都

市再生への挑戦の中で、まちなか工房も、「ものづくりの発想が、まちづくり・地域づく

りに発展」と題して、２頁にわたり紹介された。

②（社）曰本工学教育協会の平成１９年度工学・工業教育研究講演会における発表

平成２０年８月１日（金）～３日（日）に神戸大学大学院工学研究科で開催された標記講

演会において、工房教員の両角光男が「熊本市中心市街地における臨床的都市計画教育の

仕掛けづくり：熊本大学工学部まちなか工房の取り組みその３」と題して講演発表した。

③曰本建築学会都市計画委員会キャンパス計画小委員会主催、第１２回情報交流シンポジ

ム「大学との連携によるまちづくり支援」における招待講演

平成20年９月１８日～２０日に広島大学で開催された日本建築学会大会の関連行事として、

前日の９月１７日（水）１４：００～１７：００に広島市の広島大学東千田キャンパスにある広島大

学地域連携センターで、日本建築学会都市計画委員会キャンパス計画小委員会主催、第１２

回情報交流シンポジム「大学との連携によるまちづくり支援」が開催された。まちなか工

房も招待され、工房教員の両角光男が、「熊本大学まちなか工房を拠点とするまちづくりの

地域連携」と題して講演した。

④全国まちづくり会議2008北海道における発表

１０月４日（士)～５日（日）の二日間にわたって､北海道恵庭市恵庭RBパークセンターで、

NPO都市計画家協会の主催、全国都市再生まちづくり会議２００８北海道が開催された。全国

から５７のまちづくり団体が集まり、それぞれの活動をポスター発表すると共に、５つの分

科会にわかれての`情報交換、さらに１０テーマの交流会などが開催された。まちなか工房

は、工房学生の内山忠、内田壮一郎、川野優美、小島拓郎、野上誠一、山崎麻佑子の５名

がパネル展示と分科会で発表し、また工房教員の両角光男が、中心市街地・商店街活性化

交流会のパネリストとして、熊本の中心市街地活'性化の取り組みと、そこにおけるまちな

か工房の役割について報告し、討論した。ポスター発表については、来場者の投票により、

2９
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優秀発表を表彰しているが、工房学生のパネル発表は、優秀２席にあたる「まちづくり賞」

を受賞した。２００６年に工房教員の発表で最優秀賞の「まちづくり大賞」を受賞に続く受賞

となった。

蕊
全

そみンを市国Iま箙同

繊騨懲
熊本日日新聞統合版2008.10.11

図４全国まちづくり会議2008の展示ブース前における

学生の活動発表と表彰状および受賞を伝える新聞記事

⑤小林英嗣十地域・大学連携まちづくり研究会編、地域と大学の共創まちづくり、出版

平成２０年１１月に学芸出版社から、大学と地域が共同・連携したまちづくりの国内外の

事例を紹介した、上記の書籍が出版された。まちなか工房も熊本市における中心市街地活

性化の取り組みをそこにおける工房の支援活動の紹介を依頼され、工房教員の両角光男が、

5頁にわたって執筆した。

⑥熊本、産学官連携まちづくりシンポジウムにおける講演発表

熊本の信用金庫等の金融機関とその会員企業で構成する情報交換組織、「産学官熊本」が

平成２１年２月２日（月）にＫＫＲホテル熊本で開催した、産学官連携まちづくりシンポジ

ウムに、工房教員の両角光男が招待され、下通商店街のアーケード改修事業における、設

計者選定設計競技の企画運営支援を中心事例に「まちづくりの家庭医を目指して」と題し

て、熊本市における中心市街地活性化の取り組みをそこにおける工房の支援活動について

講演した。

3０
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８．まちなかエ房の成果と今後の課題

４年目を終えて､研究教育面で多くの蓄積ができたのはもとより、社会貢献と地域連携の面でも、

多くの実績を積むことができた｡これまでも日本都市計画学会や日本建築学会都市計画委員会な

どで､都市計画分野で地域連携を深めている大学サテライト研究室の一つとして紹介されてきたが、

本年は、招待発表の機会も増え、書籍の出版による活動紹介も実現した｡全国まちづくり会議で

2006年度に引き続き｢まちづくり賞｣を受賞した点でも、工房の中心市街地活性化支援にむけた教

育研究活動や地域貢献活動が社会的評価を得るまで成長した証しだと確信している。

工房教員の両角光男が平成２０年１１月から工学部長に就任したため、工房の取り組みに割け

る時間が制約を受けているが、工房教員の溝上章志を新たなリーダー役として、工房の活動を－

段と盛り上げていきたいと考えている。

熊本大学エ学攪部

まちなか

工,三二

3１
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（２）ものクリエ房の活動状況

１．はじめに

本事業において，実践的な学びの場と位置づけた作業スペース「ものクリ工房」は「ア

イデアを試作する実験工作場」との位置づけで，自主制作や授業利用の他に，創造'性教育

の実習授業開発のための実験場としての機能も有し，いろいろなものづくりのアイデアが

試されている平成２０年度に，ものクリエ房を活用して行われた活動や授業開発の取り組

みを紹介する．

２施設概要

ものクリエ房は平成１８年１月１１日開所し，１８年度からは非常勤５名の技術職員が交代

で（常駐３名体制）学生に指導助言する体制を整えている．室内部分は約１５０平米で，中

央を境に金属加工スペースと木工.

樹脂加工スペースに分かれる．奥に

はスタッフルームの他，プロジェク

ト用の小スペース３区画を有する

施設には，木工や金工用の比較的軽

便な工作機械や工具のほか，３Ｄデ

ジタイザ，モデリングマシン，レー

ザー加工機など，デジタル化が進む

設計製作の装置も幾つか導入した．

屋外のテラスはひさし付きで溶接作

業や塗装作業が可能である．施設は

約２０名程度が同時に実習可能な規

模となっている．

Ｒ蕊h識：fZ89Xo

鑿,"駕魂鑑翻鶏:(ｉi震ii凄誘〆

ａ施設の増設

ものクリエ房の利用実績や授業等

への利用希望が増えているにも拘わ

らず，大型の制作物に対応できない，

集団的な学習指導に必要なスペース

が確保できないなど，作業スペース

が手狭になり増築を希望する声が強

まっていた．そこで，これまでのも

のクリエ房の活動実績を踏まえて平

成２０年度に，サービス向上のため

「ものクリ工房」をこれまでの２倍

の面積に増設（総面積約４００㎡)，３

月末に竣工した．新棟には，備品と

して，実習スペースに作業台１２台と

噂

犀騨 ←気ｒロ-－

＝ヨニミ

噌璽闇
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丸椅子６０脚，新しい工作機器としてパネルソーを設置した．さらに，これまで不足してい

た電気実習用機器として，アナログオシロ，信号発生器，デジタルマルチメータ，電源も

購入した．これにより，今後のますますの活用，そして学生諸君によるアイデア豊かな数々

の成果物が生み出されることが期待される．

熊本大学エ学部附属ものづくり創浩融合エ学教育センター

ものクリエ房運営規則別添資料
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１）利用目的

・学生および教職員の自主的創作活動

・事業で募集するプロジェクトテーマの創作活動

・センターが主催・共催する企画・行事およびプロジェクトの実施

・専門科目中の共通科目的な実験・実習

・卒業研究・課題研究などに関連する創作

・その他，授業，研究，学生実験等

２）利用条件

･利用者は原則として本学の学生および教職員．

・相当の災害傷害保険に加入を義務付ける．

・ライセンスの必要な設備・機器を設定して，利用する学生は，事前に工房主催の講習会

を受講する

３）利用時間帯

・平日１０時～１９時，時間外利用は別途規則を定めた．

４）プロジェクトスペースの利用

３つの小区画で床面積は各約10平米．ミーティングテーブル，ホワイトボード，整理棚

3３

駆喬
Ｌ２壜二[三］
T“ ］

③’



熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成２０年度年次報告書

等を置き，プロジェクトでの討論や長期を要する製作途中の作品保管などが可能．利用は

予約制で連続使用は最長3週間可能としている．また，平成21年度からは，増設した新棟の

実習スペース，および大型プロジェクトスペースについても，予約制で利用できる形態に

する予定である

５）技術職員による支援

常駐３名の専門の技術職員により，学生の多様な要望にも対応可能である．勤務時間は１

名が９時～１７時，２名が１１時～１９時とし，学生の利用が集中する時間帯に対応できるよ

うにした．また，工学部の実習工場に隣接した配置であるため，施設で対応不能な要望に

対しては実習工場に即座に協力依頼が出来るようなサポート体制も整え，高度な製作も可

能となっている．

６）ライセンス制度

利用者の増加に伴い,機器の使用に関しての習熟度の確認一K_ｻﾞＩ鼈私用調習隆工延

罐1蔓露騨灘謹,Xiiilj讓ii毒
によりライセンス証の個人保管による紛失や工房利用時

の不携帯を防ぐことが出来る平成１９年度のライセンス

証の発行数は１８３であったが，２０年度は２０２となり若

干ではあるが増加した．その詳細は末尾の表に示す．昨

年度はライセンス制度開始の年であったため全学生が対

象であったが，今年度は昨年度に既に取得した以外の新

規分のみが対象であるため，実質的な増加は大きいと考

える．

７）大学院生教務補佐員による機器禾11用技術および教材

--芭一一一哺壷一＝

。

７）大学院生教務補佐員による機器利用技術および教材開発

工房の開所より，各学科から大学院生の教務補佐員を雇用し，設置機器の利用技術開発

と学習・教育用の教材開発を行っている例えば，工作機械などは技術的経験のあるもの

が使用することが前提となっているため，機器に付属した取扱説明書は専門的な知識を前

提として書かれている．本施設に置いて機器を使用する学生は工作に関しての初心者も想

定しているため，相当の技術指導が必要になると予想され，技術職員だけでは対応が難し

い．そこで，大学院生を教務補佐員として，マニュアル作成，講習会プログラム作成など

を行ってきた．また，センター教員の授業開発の補助として模擬授業のモニター学生を担

当し，半年単位で数多くの作品を製作している．

5．活用事例

１）もの。クリCHALLENGE２００８

学生の創造性を豊かにするために，工学部では平成１３年度から“もの・クリ'，と題した

アイデアコンテストを開始，平成１８年度夏からは“もの・クリCHALLENGE，,と改題し，具

体的な製作に主眼をおいた「製作部門」を加え「アイデア部門」との２部門で作品募集し

ている．今年度のテーマ「安らぐ」は製作部門１４件，アイデア部門１０件の参加であった．

審査会は学園祭に合わせて一般公開で行われるため，学外からの来訪の見学者や地域の子

どもたちも多く投票する．新しい発想の作品群に触れ，見学者は感心したり興奮したりと

様々である．また最終審査では各作品を製作者自ら紹介するため，作品の完成度はもとよ
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り，アピールカや表現力も要求される今回の最優秀賞

「千泗万虹」（代表：知能生産システム機械系江頭正

和君）は，超音波で発生させたミストに鮮やかな虹を映

し出す装置が受賞，製作部門の優秀賞では時間とともに

炎が変色する芳香蝋燭「RolnAroticCandle」（代表：物

質生命化学科黒木瑞恵さん），アイデア部門の優秀賞

は好きな曲をデータ処理と制御技術によりオルゴール

で生演奏する「オルゴール～癒しの旋律～」（代表：電

気システム平瀬賢君）が表彰された．

１

２）WlNTERCHALLENGE

冬休みと春休みを利用した企画で，もう一つの学生参

加型コンテストである「もの・クリChallenge」が「ア

イデア部門」も設けているのに対して実際に形（もの）

をつくることを主題とし，センター単独の企画で実施し

ている．募集テーマは，検討の末，テーマは今回で３年

目となる「あかり」を継続した．同じテーマを継続する

ことで作品のレベルアップを期待したものである今回

の応募件数は合計９件であったが，これまでの作品を超

えるための様々なアイデアや工夫を盛り込んだ「あかり」

】

１

澪
、

ｉ

炉．司聖

一軍爾可､頭hFm

えるための様々なアイデアや工夫を盛り込んだ「あかり」の作品が製作・展示された．コ

ンテストへの連続出場者も見られ，確実な作品の進歩が審査員を感心させる場面もあった

詳細は別ページに報告されているが，上位５作品を第１次審査通過作品として選出し，入
選作品は以下のとおりであった．

最優秀賞「labyrinth」（建築学科２年浦川史親君）

優秀賞（製作技術）「文字が現れる壁」（代表：機械システムエ学科２年蒲原大記君）

優秀賞（独創性）「水波紋投影機」（代表：機械システムエ学科２年山之内寛貴君）

３）学生自主制作

本事業の公募型プロジェクトである学生自主研究・構想実践プロジェクトの製作活動も，

そのいくつかは工房をメインに行われた．

3.1「Cansat落下実験プロジェクト」（代表：機械システムエ学科藤本陽太郎君）は，工学

部ロケットサークルＡＳＫＵのメンバーが，学外コンテストに向けて製作したものである

Cansatは缶飲料サイズの模擬人工衛星のことで，アンテナや通信機，マイコンや各種セン

サを搭載し，アマチュアロケットや気球等で上空まで持っていった後，大気中に放出し，

パラシュート等で落下する過程で様々なミッションを遂行するもの．本プロジェクトのメ

ンバ_はものクリエ房にて多くの製作を行い，第５回種子島ロケットコンテストにて入賞

を果たすなどの活躍をした（詳細は別ページに報告)．

3.2「建築展２００８“ふつう展，，プロジェクト」（代表：

建築学科唐沢文茜さん）は，学園祭の一環として，建築

を考えたりつくったりする元となる日常に目を向け，日

常にある「ふつう」について再考し，自分たちで考えた

様々な視点からの「ふつう」を創り出した．この取組み

の一部として，フィリピンのあずまや「バハイ・クボ」

を，熊本で手に入る材料で製作した．フィリピンの涼風

と，日本の秋風がとおりぬける，安らぎの空間を演出し，
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学園祭当日には工学部通用門前に展示され，多くの人に憩いを提供した．

４）学外展示会100％fUturesへの出展

平成２０年度の新しい取り組みとしては，国際的なデザイン展示会「東京デザイナーズウ

ィーク」の学生作品展に出展する作品が工房を利用して製作されたことが挙げられる東

京デザイナーズウィーク「100％Designlbkyo」は，主としてプロダクト，インテリア，

家具，照明などのデザインや商品の最新動向を紹介する業界イベントである．１０月３０日～

１１月３日，明治神宮外苑（東京）にて開催され，熊本大学工学部は，その連携行事デザイ

ン・サンガクプロジェクト２００８の学校展に出展した．この企画は，学校展とデザイン・サ

ンガク展の二つの展示で構成され，前者は大学や専門学校など学校単位に「食べる」「動く」

「安らぐ」「守る」「触れる」から－つのテーマを選び，テーマにそって製作した学生作品

を，約２ｍ×５ｍの学校ブースで展示する．熊本大学工学部は「安らぐ」をテーマに、ＩＴ

を組み込んだＬＥＤの照明による空間演出に挑戦した．工学部の特徴を生かして，デザイン

とテクノロジーの融合を目指した作品を大学院生７名のチームが製作した．

展示会での熊本大学の作品ブースには,製作したコンピュータ制御によるイルミネーションが

１０箇所に配置され，それぞれが連動して色が変化しながら点滅し，揺れる水面を透過して天井

に波を映し出す照明とともに海の底をイメージさせる空間を演出した.デザイン関係者が世界中

から集まる祭典の会場では,造形やスタイリング,空間演出などの多様な作品の展示があったが，

その中でも工学技術を駆使した作品は見学者の注目を集め，熊本大学工学部の「ものづくり」の

スタイルを学外に公表するよい機会となった．
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５）学科融合ソーラーカー製作プロジェクト

大学・高専を対象とした各種コンテストが全国規模で盛んに行われており，いずれも学

生が自ら構想・設計・製作したもので競技が行われるため，学生の自主的なものづくりの

総合能力を養成し，さらに，競争意識による強力なモチベーションが期待できるしかし，

これらへの熊本大学からの参加実績はほとんど無く，在学生，卒業生からも期待の声は大

きかった．そこで，平成２０年度のものづくり創造融合工学教育センターのプロジェクトと

して各学科の教務補佐員の合同チームによるソーラーカーレースへの出場を目指した製作

を開始した．異分野の学生がチームを組んでソーラーカーを製作する意義は大きく，経験
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hｌ
も知識もゼロの状態から，

専門が違う学生達がチーム

を組んでソーラーカーを作

り上げる過程をノウハウと

して蓄積することは，今後

の工学部におけるものづく

り教育を行っていく上で大

きいな意味があり，教育的

な財産となると考えられる．な財産となると考えられる．さらに，ただ作るだけでなく実際のレースに出場させること

で目的意識が高まり，競技結果を踏まえて更なる改良，開発をするといった「ものづくり」

についての一連の工程を提示することができると考えられる．年度始めより勉強会と調査

を開始し，模型作りから始めて，夏には実際のレースを鈴鹿サーキットに見学に行った．

その後本格的な製作に入り，平成２１年３月の時点でフレームがほぼ完成し，操舵部分と制

動部分およびボディーを取り付けると走行が可能になる段階になっている．年度が変わっ

てからの追製作とチューニングを行うことで，実際にレースに参加することが可能となる

と期待される．

６）地域貢献プロジェクト「ソーラーパーク事業」ジオラマ制作

センターでは，熊本産業文化振興（株）の依頼を受けて，太陽光発電に関する普及啓発

活動として，展示施設であるグランメッセ熊本に設置および常設展示するジオラマ模型を

設計製作するなどの社会貢献活動も行った．計画と設計・製作は建築系大学院生が建築学

科の田中智之准教授と大西康伸助教の指導の下に行い，製作の一部をものクリエ房を使っ

て行った．「未来の街」というテーマで考えられたジオラマは，学生ひとりずつがひとつの

区画を計画・設計し，それぞれが太陽光発電で動作するオリジナルな仕掛けを有している．

あるものはリフトが稼動，あるものは室内が変化，あるものは屋根が動くなど，様々な夢

のある建物が配置され，街の中央部にはシンボルとして太陽で回転する搭が建っている

製作したジオラマは平成

２１年２月から１年間,グラ

ンメッセ熊本の２階展示

スペースに設置されてお

り，既に地元小学生の団体

や家族連れなどで多くの

見学者を楽しませ，またエ

ネルギーについて考えさ

せる有効な展示物となっ

ている．

丙Ⅱ

Ｆ葛辨r一F懲蕊１
，￣

７）実習授業利用

平成２０年度の授業利用は，センター教員（大渕，飯田）による教養科目として開講され

た学生ものづくりコンテスト連携の専門科目「ものづくりデザイン演習Ｉ，Ⅱ」（前期・後

期開講）においての課題作品の製作（内１回は安全講習）を工房で行った．学部低学年の

導入教育であったため，特定の学科ではなく工学部の全学生が対象であったが，共通の時

間枠が確保できなかったため，不定期の集中講義として主に土曜日に開講したため，前期

受講者は６名，後期は１名という非常に少ない結果となった．学生は１年次であり，大学

入学以前には製作経験が無いながらも工房の技術スタッフの指導の下で熱心に製作に取り

組み，発表会では製作した作品とポスターのプレゼンテーションを行った．前期後期とも
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に受講した学生１名は，前期のコンテスト「もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ」では入選できなか

ったが，後期のコンテスト作品では格段の飛躍が見られ，見事に入選を果たし，’惜しくも

優秀賞は逃したものの最終審査会のプレゼンテーションでは審査員からの多くの質問と評

価の言葉を貰い，製作した作品が注目を浴びていることを実感したようである．また，製

品を意識したコンセプト立案から作品製作およびポスター製作までを通して，ものづくり

とデザインの概要を体験できたようである．

また，建築学科１年次授業「造形表現」（後期開講）においては，３グループに分かれ

て、３つの異なる表現方法を学ぶ授業であるが，そのひとつを担当の伊東龍一先生および

非常勤の吉井講二先生の課題が平成１９年度より変更され，木の枝を組み合わせてつくる動

く彫刻：モビールを課題として製作が行われた（１０月から１２月まで計９回）．自然の木

の枝を組み合わせて等身大以上の大きさのものを製作するもので，授業時間以外にも工房

を訪れて製作を行い，利用時間終了後にも冬の寒空の下，屋外で夜遅くまで作業を続ける

光景が見られた．１年次の初めてのものづくり体験で，自分で道具を使ってものをつくるこ

との難しさ，手の痛さとともに，木の重さ，柔らかさも覚えて，授業に面白みを感じた学

生が多かったようである．

８）実習授業開発

本事業の特徴的な取り組みとして，工学部の学生にデザイン感覚や製品を意識した設計

のセンスを養わせることを目的にプロダクトデザイン教育を導入している．デザイン能力

は単なる設計や図面製作の能力ではなく，様々な知識や技術を統合し，唯一解のない問題

に対して実現可能な解を提案していく能力と解釈され，社会の要求への対応，製品の試作

と評価（性能のほか，安全性，経済'性，環境調和性等)，品質管理，創造'性，問題設定能力

等も含まれるこのような能力育成のためには，導入教育として学部入学後の早い時期に

工学的デザインを体験させることが有効である．そこで，学科の専門性を超えた工学部共

通科目として，学部低学年を対象とした実践・問題解決型授業を想定した授業開発を専任

教員が担当し，実験的に模擬授業により開発・試行を行っている．しかし平成２０年度は，

「東京デザイナーズウイーク」への作品出展のため，１１月まではデザインの実践というこ

とで，学外展示の作品製作を工学部の学生に行わせることが，ひとつの模擬授業となった．

１１月以降に行った模擬授業「面材の椅子」は，引き続き３回目の試行となる．900×900

t=15ｍｍのシナ合板を出来るだけ有効に使い，無駄な材料が無いように，また，脚，座面，

背などの強度は＋分に考慮し，デザイン的に優れ，日常の使用に耐えることを要求した．

今回は，センター施設の充実のためコンピュータおよびデザイン用のデジタルツールを整

備することが出来たため，これを活用して，アイデアスケッチの後の作業として描画ツー

ルによる板取り，および３次元ＣＧツールによる組み立てとレンダリング手法などを活用

した製作プロセスを試行して，最終案のアイデア３点に関してのコンセプトボード作成も

課した．デザイン系のソフトウェアは経験の無い学生が多かったが，工学部の大学院生と

してはすぐに習熟が可能であった．またデジタルツールを活用したものづくりによって，

非常にクオリテイの高い製品がデザインできることを実感できたようである．

ﾘｰｰ.
’１

鼠１，露〒FＩｌｌ 極｛蝋
＜二

駕誘’9 ;;鐘辮顯;imiiililii
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５．その他の活動

１）展示会の開催

施設において平成１９年度に製作した作品の展示会「ものづくり・デザイン作品展」を開

催した．ものづくり創造融合工学教育センターの活動としての授業や自主制作，コンテス

トなどで学生が製作した作品および教材などの学内展示として，工学部２号館１階ロビー

にて４月２２日～２５日の期間で行った．新入生はもとより，展示品はパネル展示も含み，

模擬授業作品（面材の椅子，私の欲しいスピーカー)，ＷＩＮＴＥＲＣＨＡＬＬＥＮＧＥおよび，

もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥの入賞作品，工房製作教材などで，期間中に約３００名が見学に

訪れ，作品のアイデアや質の

高さに感心する光景が多く

見られた．このほかセンター

教員の授業開発における工

房利用の成果作品発表と展

示を８月，１１月に学内で行

っている．

l蜜１Ｍ

零

△、
ﾛ｡

■■

２）地域での活動

平成１９年度に黒髪小学校の４年生ＰＴＡ行事として行われた「ものづくり教室」では，

華鏡作りに７０余名の親子参加があり好評を得た．このプログラムをさらに充実させて，

万
平

成２０年度は１０月４日，益城町の公民館が主催する「ふるさ

と子ども寺子屋」への出張教室を行った．テーマは「身近な

材料で作る万華鏡」として，トイレットペーパーの芯，コン

ピニ弁当などの容器の蓋を使用して,午前中２時間程度の製

作を行った.製作中には学部学生および大学院生５名の個別

対応での指導,製作後は作品発表と記念撮影を行い，好評の

うちに終了した．当該行事への協力は２回目であったが，さ

らに今後も継続的に依頼を受ける結果となった．

瀞瀞
…丙"Ⅱ

"'iiH蜂
し、

３）教材の充実

作業スペースおよび機器を準備するだけでなく，具体的な体験プログラムのメニューを

整備して，学生に「もの」に触れ，体験してもらうことも重要である．そのために講習会

レベルを超えて半日から数日のレベルの高い製作活動を体験プログラムとして準備してい

る．平成２０年度は，主にそのための教材の充実のための製作や，学科授業協力のための準

備などを行った．

2.1キットカーエンジンの独立運転教材製作

「キットカーK-1」は（株）光岡自動車が販売する実物の自動車の組み立てキットであり，

すべてが部品のまま届けられ、エンジンの組立、シャシーの組立、ボディーの組立を行な

い、小規模ながら自動車１台すべてを自分で組み立てることが出来る．ものクリエ房のス

タッフでこの「キットカーK-1」を平成１８年度のものづくり事業プロジェクトにおいて教

材として購入し,足掛４ヶ月で組み立て現在工房に公道を走行できる状態で保管している．

平成１９年度には，エンジン部分のみの動作デモや分解組み立ての教材として次年度にはエ

ンジン単体を別に購入し，これを単独に運転することが可能なように燃料タンク・給排気

系・潤滑系・電気系統をセット可能な台車および配電盤を製作し，運搬・移動が出来る運

転可能なエンジン教材を製作した．
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平成２０年度は，講義等に使用することを考え，単に

エンジンが回転するだけでなくホイールの回転状態ま

でを体験してもらうために，ドライブシャフト，ホイー

ルおよびタイヤ等を追加し，ディファレンシャルギヤ機

構の動作などの体験が可能な改良を行った．ドライブ関

連を取り付けるため設計をやり直し安全に運搬・移動が

出来る台車の改良も行った．

安全面での対策のためホイールが回転しているのを
灘

■

強制的に停止させるため，サイドブレーキアッセンブリを購入し取り付けた．マフラーの

取り付けは改良型へ変更のため再調整が必要となり，エンジンからの立ち下がりの部分に

水道管（内寸の１６ｍ・外寸２２ｍ・長さ180ｍ）とそれに続くマフラーへの曲がりの部分に

エルボを１個流用し溶接を行った．

本教材を利用し，分解･組立等を行うことでエンジンと駆動部の機構を理解することで，

さらにものづくりに興味をいだき，色々なものづくりのコンテスト等にもチャレンジして

「ものを作る」楽しさを体験して欲しいと思う．本教材はまだ改良すべき点もあるが，エ

ンジンとその駆動部のメカニズムや動作状況の理解に有効だと思われる

2.2スターリングエンジンのポータブル化

平成１８年度の学生自主プロジェクトで製作したスター

リングエンジンを翌年度に種々の改良を行い，連続運転が

可能になった．さらに，持ち運び可能な教材として，小型

の電気炉で過熱する，水道を使用せずに＋分な冷却効果を

得るため，循環水冷式を採用し，ウォータージャケットと

冷却フィンをものクリ工房のスタッフにより自作した．冷

却水はポンプにより循環し，ウォータージャケットにより

過熱された後にアルミ板の放熱フィンを伝って下の水槽

まで流れ落ち，この間に冷却用の電動ファンで強制冷却さ

れるサイズは300×200×200ｍｍ程度であり，学内の熱

力学関係などの授業に持ち運んで活用することが可能と

なった．実際にｌ年次の講義に持ち込み，学生の目の前で

加熱冷却による運転のデモを行い，非常に好評を得た．

2.3学科の実習授業の協力

平成２０年度は機械システムエ学科で新たにＰＢＬ科目が

スタートした．ラジコンカーの改造により４つの難関のコ

ースをクリアすることが合格の条件となる授業で，独創的

なアイデアと学習した知識の活用が重要である改造に際

しては工房の利用が想定されたため，工房スタッフでも授

業で使用するキットを購入して改造に備えての事前学習

を行った．実際の授業においては多くの学生へのアドバイ

スを行うことができ，実習施設として貢献できた．

また，平成２１年度に開始されるマイコン活用のモータ

制御などを利用した創造性教育の実習科目に対しても，使

用されるキットを準備している．これに関してもスタッフ

の対応が可能となるようにし，工房で＋分にサポートがで

きる体制を整えたい．
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７．工房開設の効果と今後の課題

①工房は開所以来，授業関連の利用以外でも数々の製作活動の場としての機能を果たして

きた．その際，機器や工具は毎回の製作による問題点の解決のための検討を重ねながら

順次取り揃えられてきた．結果として現在はほとんどの製作に対応できるレベルの充実

度を有するようになっている．また，大型製作物の製作や特殊性の高い製作に関しては

屋外テラスが非常に有効に利用されていることを特記しておく．

②現在のスタッフは開所以来３年余の経験があり，多様な要求に対応できるスキルと経験

を有するに至っているが，退職者の再雇用であるため，数年後には交代せざるを得ず，

後継が大きな問題となっている．

③運営面では，他学部学生の利用希望も出てきており，安全管理上の対応が必要となって

いる．他学部の学生が工学部施設を利用した場合は学部側の保険適用範囲や学生が個別

に加入する傷害保険の確認が事前に必要となる．今後は様々な施設利用の形態が想定さ

れるため，制度的な整備が充分に必要である．

④工房は学生の実習施設として開設し，身近な「ものづくり」実践の場として活用される

ことを想定していた．３年余の運用の結果，学生および教職員の自主的創作活動やプロ

ジェクトの創作活動，卒業研究・課題研究などに関連する倉Ｉ作，教員の授業開発の試行

などが多く行われた．一方，学生の実習施設としての活用や，企画・行事およびプロジ

ェクトの実施のための施設としてはスペース的に不足していた．平成２０年度にこの拡

充が実現し，今後の可能`性の拡大が期待される．充が実現し，

８．平成２０年度活動一覧

４月１４日椅子，スピーカー作品発表会

４月２１，２２日「ものづくりデザイン演習」授業説明会

４月２２日ものづくり・デザイン作品展工学部２号館１階ロビー（～２５日）

５月７日ソーラーカー製作プロジェクト活動開始（～年度中）

５月１０日東京デザイナーズウイーク学生作品展参加説明会（東京）

５月１２日東京デザイナーズウイーク学生作品展参加活動開始（～１１月）

７月５日学科共通科目「ものづくりデザイン演習Ｉ」開始（～１０月下旬）

７月下旬もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００８開催案内

８月１日もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ実施説明会

８月１～３日鈴鹿ソーラーカーレース見学

１０月上旬～建築学科１年次授業「造形表現」製作（１２月まで計９回）

１０月４日益城町ふるさと子ども寺子屋「ものづくり教室」

１０月３０日東京デザイナーズウイーク「100％filtures」展示（～１１月３日）

１０月３１日もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００８作品提出

１１月２日もの・クリＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００８審査会および表彰式２２３教室

１１月１７日市場調査「私が良いと思うデザイン」発表会

１１月２４日椅子製作アイデア発表会

１２月２０日学科共通科目「ものづくりデザイン演習Ⅱ」開始（～２月下旬）

１２月１６日ＷＩＮＴＥＲＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００９ポスター配付，受付開始

１月１９日椅子製作コンセプトボード（３案）発表会および製作開始
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ソーラーパーク事業ジオラマ製作：建築学科大学院生（～２月上旬）

「面材の椅子」作品発表会

ＷＩＮＴＥＲＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００９作品受付ものづくりセンター

ＷＩＮＴＥＲＣ円ATJJnNGE2009審査（１次２１２教室，最終２１１教室）

１月中旬

２月１６日

２月２８日

３月３日
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熊本大学工学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成２０年度年次報告害

量.３行事など

（１）もの。クリCHALLENGE2DO8

もの｡クリCHALLENGE２００８参加登録一覧

幻想水槽 情報電気電子 吉富仁

水時計 知能生産(機械系） 芳賀千恵

『Li他Stream～生命の循環～」 機械システム 松本幸岡1１

『過去、今、そして未来』 建築 山口真樹

俺たちの自然 機械システム 馬渡謙

安らぐ゛はこ 機械システム 石橋正弘

建築 浦川史親目ＣｒＶａｒｉｃｕ急Ｍｅｍｂｅｒ君

数学のレポートを。 数理 松尾典和

物質生命化学 黒木瑞恵RcmArcticCandl巳

風のとおりみち 建築 横田沙織

アロマキャンドル 物質生命化学 久保義将

ペットポトルスペース 建築 成松正規

日常生活の中の光鰯安らぎ 新本克将マテリアル

｢千泗万虹」 知能生産(機械系） 江頭正和

建築 浦川史競ＬＤｏｋｆｂｒ・・,

安らぎを求ぬて 中村俊大マテリアル

安眠枕 添田陽平マテリアル

香るテレビ 美川大介マテリアル

バーチャルペット 山口将史マテリアル

オルゴール～癒しの旋律～ 情報電気電子 平瀬賢

安らぐ噴水 坂本宰成マテリアル

よみもの公園 建築 尾関彩香

美味湧水ＧＩＳ地図 社会環境 武川将±

安らぎの照明 浦泰二マテリアル

蝋

幻想水槽 情報電気電子

水時計 知能生産(機械系）

『Li他Stream～生命の循環～」 機械システム

『過去､今、そして未来』 建築

俺たちの自然 機械システム

安らぐはこ 機械システム

ＦｏｒＶａｒｉｃｕｇＭｅｍｂＢｒｓ 建築

数学のレポートを。 数理

RcmArQticCandle 物質生命化学

風のとおりみち 建築

アロマキャンドル 物質生命化学

ペットポトルスペース 建築 成松正規

日常生活の中の光鰯安らぎ マテリアル 新本克将

｢千泗万虹」 知能生産(機械系） 江頭正和

Lcokfbr・・・ 建築 浦川史親

安らぎを求ぬて マテリアル 中村俊大

安眠枕 マテリアル 添田陽平

香るテレビ マテリアル 美川大介

バーチャルペット マテリアル 山口将史

オルゴール～癒しの旋律～ 情報電気電子 平瀬賢

安らぐ噴水 マテリアル 坂本宰成

よみもの公園 建築 尾関彩香

美味湧水ＧＩＳ地区’ 社会環境 武川将士

安らぎの照明 マテリアル 浦泰二



熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成２０年度年次報告書

（２）WINTERCHALLENGE2009

WINTERCHALLENGE2009参加登録一覧

光る筒

文字が現れる壁(光る壁）

水波紋投影機

赤い靴

labyrinth

光るカーボンナノチューブ

パペット影つと

Hotaruchair

東英和

蒲原大記

山之内寛貴

吉富仁

浦川史親

布井啓也

南部健一郎

桑野雄太

情報電気電子

機械システム

機械システム

情報電気電子

建築

マテリアル

数理

建築

4６



熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成２ｏ年度年次報告書

２．４広報活動など

（１）パンフレット
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平成２０年度活動紹介パンフレット

ものづくり創造融合工学教育センターの平成２０年度活動紹介パンフレットを作成した．

Ａ４サイズ中綴じの８ページ構成で，主な活動を紹介できる写真を中心に，ものづくり授

業の充実，学生自主プロジェクトの応援，ものづくりコンテストの開催，ものクリエ房.

まちなか工房の紹介とした．例年，事業関連プロジェクトが３月にまで及ぶため，年次報

告書の取りまとめが夏近くになるが，速報'性を考慮して年次報告書の作成に先立ち２０年度

の活動をビジュアルに紹介するパンフレットとした．３月に作成し，平成２１年度の新入生

全員に配布したほか，工学部の全教職員，学外の関連施設，他大学関連部署へ配布した．

また，出前授業や高校訪問の資料として担当の先生方に持参いただくなどの幅広い活用を

予定している本学のシンボルである銀杏の葉をあしらった表紙と，活動内容に５色のカ

ラーリングを割り付けたデザインを構成いただいた飯田晴彦先生に感謝します．

（２）ホームページ

センターのホームページは初年度には，授業開発推進専門委員会や工学部技術部の協力

を得て，センターの活動を学内外に紹介する目的で構築し，平成１８年度に専任教員の飯田

晴彦先生がデザイナーとしての経験を生かした専門的な指導の下にページデザインやレイ

アウトを含めてリニューアルを行った.本Ｗｅｂサイトは,センターの紹介,施設の活動状況，

プロジェクトの進捗状況などを紹介し，また施設利用などに関する'情報発信の拠点とする

ことを目的として公開している．ＵＲＬhttp://cedeokumamoto-uacJp
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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成２０年度年次報告書
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平成19年度より，センターのページにリンクさせて実習施設「ものクリエ房」のホーム

ページを新設した．工房の地図や工房内部の案内，利用方法の案内，製作風景やいろいろ

な活動での利用紹介，機器一覧，授業開発の紹介，これまでの成果・活動報告など，動画

も含むコンテンツとして多岐にわたり，工房の利用促進に貢献している．
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また，初年度から運用のプロジェクト進捗状況データベースも継続して運用しており，

プロジェクトの構成員はそれぞれの現場から逐次，画像や資料を掲載し，閲覧者は質問や

意見の記入や資料のダウンロードが可能である．各プロジェクトの進捗状況を相互に確認

できることで，事業全体の情報共有をすることも目的であるが，外部からもアクセス可能

であるため，各プロジェクトにおける活動の情報発信の役目も兼ねている．外部からのア

クセスに際してはログイン画面でアカウントおよびパスワードに，“guest”を入力する．

この場合,ファイルのアップロードなどは出来ないがコメントは入力可能である
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◆西日本新聞平成２１年１月３０日◆熊日新聞平成２０年１０月１１日

◆九航協会報ｖｏＬ３１平成２１年３月（機械システム波多助教）
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◆Autodeskユーザー事例（社会環境小林教授）
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